
フ
ェ
ノ

l
ル
着
色
法
に

L
る
小
委
の
品
種
鑑
識
(
第
一
報
)

農

製

博

士

近

藤

高

太

良日

農

-撃

士

高

橋

隆

卒

緒

言

近
来
作
物
撃
中
に
新
に
一
部
門
が
設
け
ら
れ
、
世
帯
ら
品
種
の
鑑
識
を
研
究
す
る
に
至
る
。
特
に
種
子
の
品
種
鑑
定
は
そ
の
最
も
肝
要
な
る

事
項
た
り
。
小
委
に
就
き
て
も
同
じ
。
然
る
に
十
数
年
前
に
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
に
よ
り
て
小
委
の
品
種
を
鑑
別
す
る
方
法
が
濁
治
に
て
褒
見

せ
ら
れ
、
爾
来
そ
の
研
究
は
積
展
を
見
。
h
あ
る
が
、
本
邦
に
於
て
も
二
、
コ
一
之
に
闘
す
る
賓
験
を
見
る
に
至
れ
り
。
確
か
に
此
方
法
は
同
開

種
鑑
定
の
有
力
な
る
も
の
な
る
故
に
、
著
者
等
は
本
邦
小
萎
に
つ
き
て
そ
の
方
法
の
慮
用
を
試
み
、
以
て
小
委
鑑
識
の
プ
資
料
に
供
せ
ん
と

す
。
尚
此
方
法
は
小
萎
以
外
の
種
貨
に
就
き
て
も
慮
用
を
展
開
し
つ
L
あ
る
が
故
に
、
著
者
等
も
由
来
得
れ
ば
一
般
的
に
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色

に
つ
き
て
研
究
を
試
み
ん
と
し
、
本
研
究
に
於
て
は
小
穿
粒
以
外
に
も
賓
験
を
及
ぼ
せ
り
。

-
、
フ
Z
J
I
ル
着
色
法
に
闘
す
忍
従
来
の
軒
究

、J

小
委
の
品
種
鑑
定
を
、
粒
の
着
色
反
躍
に
よ
る
は
、
賓
に
一
九
二
二
年
ピ
l
ペ
ル
(
同
日
目
E
3
出
-
V
げ
の
賓
験
に
始
ま
る
・
氏
は
満
治

rν

ス
デ
シ
農
事
試
胎
場
に
於
て
、
ル
l
ド
ウ
イ
ヒ
マ
イ
ヱ
ル
ハ

F
E
1岡
宮
町
可
申
♂
宮
柏
戸
即
日
)
に
て
諮
ら
れ
た
る
暫
類
消
毒
剤
の
内
、
第
七
七
八

7

Z

ノ
I
a
w
着
色
訟
に
よ
る
小
委
の
品
種
盤
議
(
第
一
報
ν

九



ヲ
怠

F

E
必
着
色
誌
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
.
ハ
第
二
鞍
V

四
0 

披
の
藁
剛
《
回
市

g
gご
は
成
る
種
類
の
小
委
の
粒
に
劃
し
て
、
他
の
小
委
よ
り
も
よ
〈
着
色
す
る
と
と
を
偶
然
に
費
見
じ
た
り
4

よ
り
て
深

く
研
究
し
た
る
に
、
小
姿
の
種
類
は
、
之
に
遁
首
な
る
損
剤
を
用
ふ
れ
ば
、
品
種
の
異
る
に
占
り
て
或
は
甚
だ
漣
か
に
漉
く
着
色

L
叫
或
は

徐
k

に
淡
く
着
色
し
、
叉
他
の
品
種
に
て
は
金
く
着
色
せ
ざ
る
も
の
あ
る
注
見
た
り
。
よ
り
て
此
着
色
の
浪
淡
と
速
さ
と
に
よ
り
て
、
品
種

の
鑑
定
法
を
考
案
せ
り
。
此
消
毒
剤
第
七
七
八
抗
は
ク
ロ
ー
ル
フ
ヱ
ノ
1
ル
水
銀
剤
ハ
n
E
C屯
阿
古
田
O
H
宮市
n
Eロ
Z
G
B宮
E
ご
に
し
て
、
そ

の
フ
ヱ
ノ
1
ル
と
水
銀
剤
と
が
共
に
作
用
し
て
着
色
す
る
た
り
。
而
し
て
果
皮
の
み
が
着
色
し
、
種
皮
、
糊
粉
居
及
び
澱
粉
に
は
着
色
反
臨

念
し
・
其
方
法
は
簡
皐
に
し
て
、
小
委
五

i
一

o
gを
採
り
、
二
四
時
間
水
陀
浸
し
川
膨
潤
し
た
る
粒
を
、
鹿
面
を
下
に
向
け
、
費
芽
血
D

吸
墨
紙
上
に
並
べ
、
そ
の
吸
墨
紙
上
に
は
布
の
襲
刷
用
を
飽
和
せ
し
め
置
く
な
り
。
か
く
す
れ
ば
‘

一
l-
一
時
間
に
℃
成
る
品
種
は
褐
色
に
着

色
し
始
む
。
六
時
間
後
に
は
成
る
品
種
は
全
く
黒
色
に
な
れ
ど
、
他
の
品
種
に
℃
は
依
然
着
色
せ
や
し
て
黄
色
の
ま
L
K
建
る
な
り
。
二
回

時
間
後
に
は
多
く
.の
品
種
は
浪
絹
色
又
は
黒
色
に
な
忍
も
の
な
れ
ど
、
中
に
は
依
然
と
し
て
黄
色
の
也
の
あ
り
。
そ
の
原
因
に
つ
き
で
ば
不

明
念
の
。
右
着
色
反
躍
は
品
種
間
有
に
し
て
、
粒
の
産
地
及
年
齢
に
聞
係
な
し
。
よ
り
て
現
在
の
ふ
妻
を
或
る
定
晶
画
れ
る
時
間
、
例
へ
ば
六
時

聞
に
て
着
色
し
、
そ
の
漁
淡
に
よ
り
て
分
類
す
る
と
と
を
得
る
と
な
し
て
、
二

O
品
種
に
つ
き
着
色
を
検
定
分
類
せ
り
。
そ
の
時
の
着
色
を

ば
黄
色
(
の
冊
目

g
、
黄
色
乃
至
淡
茶
補
色
〈
。
己
σ
E師国冊目戸
σ
2
5
)、
淡
茶
補
色
乃
至
茶
補
色
(
出
帽
H
F
E
E
E
m
回
日
ロ
ロ
)
、
茶
褐
色
(
聖
書
回
〉
、

茶
褐
色
乃
至
浪
茶
褐
色
(
切
E
S
E帥

U
E
W己
Z
2
5
、
濃
茶
褐
色

(UEvn巾
F
E
s
g
、
黒
補
色

(ωnv唱
脚
『

N
Z
2
5
に
直
別
せ
り
。
勿
論

此
着
色
に
よ
る
鑑
定
に
は
制
限
あ
り
て
、

異
色
の
品
種
は
判
別
し
得
れ
ど
‘

同
色
な
る
品
種
は
鑑
別
し
得
宇
。

叉
純
系
試
料
に
で
漁
淡
色

が
混
合
す
る
と
と
あ
り
。
此
時
は
雑
種
に
原
因
す
る
故
に
、
そ
の
混
合
色
に
よ
り
て
、
先
代
に
雑
種
せ
し
品
種
を
決
定
す
る
を
得
る
と
と
b

り
て
、
品
種
の
起
今
、

並
に
類
観
闘
係
に
つ
き
で
判
定
す
る
と
と
を
得
。

又
0
・
五
%
の
溶
減
い
な
ら
ば
‘
漁
色
に
着
色
せ
る
粒
は
甚
だ
速
か



陀
者
世
才
も
、
着
色
ぜ
ざ
る
粒
は
奮
芽
が
埠
る
る
か
或
は
全
く
蜜
芽
ぜ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
品
種
に
よ
り
て
費
芽
を
妨
ぐ
る
程
度
が
種
h

異
る

験
も
、
亦
品
種
の
区
別
に
供
し
得
べ
し
・
ラ
イ
妻
、
燕
菱
、
大
相
公
に
於
て
も
同
前
の
着
色
反
聴
を
認
む
れ
ど
、
小
相
会
程
判
然
た
ら
や
一
再
々
と

越
川
ー
た
り
@

右
ピ
I
ベ
ル
の
鷲
見
は
、

一
九
二
ご
年
に
於
て
た
る
が
、
今
日
の
研
究
も
氏
の
研
究
以
上
に
進
出
す
る
と
と
も
齢
し
。
民
の
鷲
見
は
偶
然

怠
・
れ
さ
も
、
品
種
鑑
定
上
に
犬
な
る
貢
献
を
た
し
た
り
も
と
云
ふ
ぺ
し
・

、J
の
O

ヘ
ル
マ
シ
(
国
祖
国
出

EMF
君
"
)
〈
《
一
九
-
一
四
〉
は
満
治
ハ
レ
に
於
て
、
右
ピ
l
ベ
ル
の
研
究
を
探
く
追
究
し
た
り
。
民
は
純
梓
の

7
ヱ
ノ
1
4
N

0
・こ

1
0・凶
dm溶
液
が
、
前
記
襲
の
一
%
の
溶
漉
去
殆
ん
ど
同
巴
き
呈
色
反
臆
あ
る
を
認
め
、

ア
ヱ
ノ
l
ル
が
着
色
の
主
要
成
分
法
る
を

確
め
た
る
故
に
、

氏
は
専
ら
純
フ
ヱ
ノ

l
ル
を
用
ひ
て
研
究
を
進
め
た
り
。

多
数
の
賞
験
を
重
ね
た
る
に
、

0
・
一
%
フ
ヱ
ノ
1
ル
溶
液

が
最
も
描
営
危
る
を
見
た
り
。

よ
り
て
二
四
六
品
種
に
て
、

六
六
三
試
料
に
つ
き
て
、

0
・
一
%
フ
ヱ
ノ
1
ル
椿
液
の
着
色
反
脚
帽
を
見
た
る

に
、
乾
燥
し
て
色
別
を
な
せ
ば
、
卸
ち
按
色
門
司
帽
ロ
v

、
茶
褐
色
(
切

E
g
v、
浪
赤
褐
色

(USMnmwopzg)、
黒
色

2
n
v
g
z
v
及
混
合

色
に
し
て
、
反
聴
は
土
地
、
祭
候
、
及
小
市
賓
の
年
齢
に
よ
り
て
何
等
の
影
響
友
き
を
見
た
り
。
よ
り
て
・

2
)淡
色
・
(

b

)

茶
褐
色
、

m
c
)
浪

赤
制
色
乃
至
黒
褐
色
、
《
d
)
黒
補
色
乃
至
黒
色
の
着
色
標
単
品
種
を
設
け
て
、
之
に
よ
り
小
萎
を
同
種
に
分
て
h
p
。
此
の
方
法
は
費
芽
皿
に

吸
墨
紙
b
z
敷
き
、
、
小
萎
を
汲
め
二
四
時
間
一
諮
問
水
に
て
浸
演
し
、

一
方
に
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
博
液
を
加
へ
て
、

一
O
O粒
を
列
ぺ
、
腹
面
を
下
に
向
け
た
り
。
二
皿
に
で
、

一
方
に
は
水

前
者
に
よ
り
て
自
然
色
を
見
る
と
と
L
せ
り
。

フ
ヱ
ノ

l
ル
の
濃
度
に
就
き
て
は

0
・
0
二
五
、

0
・0
五、

0
・
て

0
・凹
d

刊
に
て
試
験
し
た
る
に
、

0
・
一
%
が
最
も
遁
首
な
る
を
見
た
妙
。
膨
潤
し
た
る
種
子
が
念
に
乾
〈
乙

止
を
恐
れ
て
、
吸
墨
紙
に
始
め
ニ
・
五
目
の
水
を
加
へ
た
り
。
叉
置
床
後
に
は
溶
液
一

O
α
b
t加
ふ
。
新
し
き
溶
液
は
一
一
一

l
問
日
を
粧
た
る

0
・二、

7

ヱ
J
I
b
-
省
怠
法
に
よ
る
小
獲
の
品
種
鏡
識
(
筋
一
報
〉

四



7
z
f
1
ル
考
色
法
に
上
る
小
委
の
品
種
袋
織
(
第
一
報
)

四

も
の
よ
り
も
力
強
し
。
二
同
時
間
後
に
渦
潤
の
ま
h
の
着
色
を
見
、
四
八
時
間
後
に
乾
燥
粒
の
色
を
見
た
り
。
顕
微
鏡
下
に
て
見
れ
ば
、
着

色
は
、
果
皮
及
び
種
皮
の
み
に
し
て
、
そ
の
原
因
は
フ
ア
ピ
旦
門
司

5
2
開
・
〉
に
よ
っ
て
フ
ヱ
ネ
リ
ト
レ
ン

q
z
z
q
S
2
5
と
禍
せ
ら

れ
た
る
赤
色
々
索
の
成
生
に
あ
る
た
り
。
印
ち
フ
ヱ
ノ
1
ル
が
作
用
し
て
穀
皮
の
窒
素
化
合
物
よ
り
ア
ム
モ
ユ
ヤ
或
は
ア
ム
モ
ユ
ヤ
類
似
物

質
を
生
じ
、
且
同
時
に
襲
皮
に
存
す
る
朗
織
の
如
き
重
金
属
、
或
は
そ
の
酸
化
物
と
共
に
撮
潤
空
気
の
作
用
に
よ
り
て
、
石
炭
酸
の
赤
色
-R

素
を
生
・
ヂ
る
た
り
。
そ
の
順
序
は
最
初
に
ア
ム
モ
-
一
ヤ
と
共
に
〉
回
目
。
ロ

Z
3
1胸
骨
堂
作
り
、
此
物
が
令
一
岡
崎
と
共
に
宮
崎

g
ロ
Z
S
Z誌
に

費
じ
、
失
に
此
時
に
生
や
る
過
酸
化
水
素
つ
司
e
z
a
g
R
E
M
5
2
4
a
)
に
よ
り
て
色
素
と
金
属
と
に
分
解
す
る
た
り
。
故
に
此
場
合
金
属
一

は
媒
鯛
作
用
を
た
す
に
過
ぎ
ざ
る
た
り
。
要
す
る
に
、

フ
ヱ
ノ

1
ル
に
よ
り
て
粒
に
着
色
す
る
は
、

フ
ヱ
ネ
リ
ト

ν
ン
の
成
生
に
よ
る
べ
く

そ
の
成
生
は
金
属
、

ア
ム
モ
-
一
ヤ
及
室
気
酸
素
の
一
一
コ
要
素
の
存
在
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
、
着
色
の
漁
淡
は
三
要
素
の
多
少
に
よ
り
て
支
醍

せ
ら
る
h
な
り
。
又
遺
体
関
係
を
見
れ
ば
、
淡
色
が
劣
性
、
・
決
色
が
優
性
忙
し
て
、
純
系
に
於
て
は
色
は
同
定
す
云

h
?と
述
べ
た
り
。

、Jau 

突
に
フ
1
ル
ハ

MM同
-SHr・
同
・
司
-MC24af吋
1
人
v

は
伯
林
に
於
て
、

ヘ
ル
マ
シ
と
同
じ
く
フ
ヱ
ノ
l
ル
を
用
ひ
た
り
。

そ
の
漫
度
は
一
%

た
り
し
。
氏
は
ニ
方
法
を
考
察
せ
り
。
そ
の
一
は
小
菱
五

O
粒
を
二
四
時
間
燕
簡
水
に
浸
潰
し
、
任
九
m
の
ベ
1
ト
リ
皿
に
楠
紙
を
敷
き
た

る
上
に
並
べ
、
二
伐
の
一
係
石
炭
酸
水
を
注
ぐ
.
そ
の
時
に
嘉
樹
水
に
浸
し
た
る
小
姿
、
或
は
乾
燥
粒
を
比
較
に
世
く
を
可
と
す
べ
し
。
標

単
品
種
を
設
け
、
四
時
間
後
に
比
較
し
、
二
四
時
間
後
に
粒
を
乾
か
し
た
る
時
に
更
に
比
較
す
べ
し
・
又
他
の
方
法
は
一

O
g
の
粒
を
水
に
浸

潰
せ
守
し
て
、
何
四

m
深
さ
六
叩
の
破
璃
競
中
に
入
れ
、

一
，
%
の
石
茨
酸
水
を
九
∞
加
ヘ
、
傍
に
標
準
品
種
を
置
き
、

一
時
間
毎
に
撹
枠
し

四
時
間
後
に
石
炭
酸
水
を
去
り
、
小
委
を
ベ

l
ト
リ
皿
に
移
し
、
標
準
品
種
と
比
較
す
。
二
四
時
間
後
に
、
乾
燥
粒
に
つ
き
で
更
に
着
色
を

調
査
す
ベ
し
。
着
色
b
L
《

1
)黄
色
(
の
£
ご
、
(
2
)設
茶
補
色
(
出

$
5
2
5〉、〈
3
〉
茶
摘
色
(
切

z
s
v、
(4v浪
茶
補
色
乃
至
黒
色
(
U
gす
γ



Z
E回
V
U
ω
円V唱
M
F
H
N
V

、〈
5
〉
混
合
色
円
。
m
g四

回

n
v
R
R
Z
)
に
直
別
せ
り
。
決
色
に
滞
色
せ
る
も
の
は
、
僅
少
の
酸
を
加
ふ
る
か
、
或
は
前

に
ア
ル
コ
ー
ル
に
て
成
型
す
る
時
は
淡
く
な
り
、
又
着
色
せ
ざ
る
も
の
或
は
僅
か
に
着
色
す
る
品
種
は
、
ア
ン
モ
ユ
ヤ
注
加
或
は
ア
ム
モ
=

ヤ
蒸
気
に
よ
り
て
黒
色
と
た
し
得
る
を
見
た
り
。
又
二

O
O度
以
上
に
て
熱
す
る
も
着
色
を
弱
む
る
と
と
無
し
云
k

と。

。。

シ
品
レ

1
デ
ル
〈
切
O

国思
U
岡
田
・
出
・
》
〈
(
一
生
一
三
〉
は
、
満
遍
プ
レ
ス
ラ
ウ
に
於
て
、
ラ
イ
菱
に
つ
き
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
と
品
種
と
の
闘
係
を

調
査
し
た
り
。
そ
の
着
色
は
ヘ
ル
マ
ン
の
意
見
に
異
り
て
、
種
子
中
に
存
在
す
る
オ
キ
シ
グ
l
ゼ
〈
。
H
1
8
3
に
よ
る
フ
ヱ
ノ
l
ル
の
酸

化
に
踊
す
べ
し
と
云
へ
り
、
氏
は
吸
牧
力
試
験
の
時
に
用
ふ
る
ガ
ラ
ス
棒
の
上
に
ラ
イ
事
実
を
戦
せ
、

0
・
一
%
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
を
加
へ
、
七

一
九
二
九

l
一
九
三
二
年
に
五
四
品
種
を
試
験
し
た
る

二
時
間
放
置
し
、
粒
を
一
様
に
渦
潤
し
、
し
か
も
十
分
に
空
気
に
慣
れ
し
め
た
り
。

に
、
凡
て
の
品
種
が
殆
ん
"
と
同
様
に
着
色
す
れ
ど
、
各
個
の
品
種
に
於
て
金
〈
着
色
せ
ざ
る
粒
が
若
干
存
在
せ
り
。
そ
の
無
色
粒
の
歩
合
が

恐
ら
く
品
種
の
特
性
を
表
は
す
べ
し
・
而
し
て
他
花
授
精
な
る
も
品
種
の
特
性
は
維
持
せ
ら
る
L
が
如
し
。

フ
リ
ー
ド
ペ
ル
グ
〈

E
g
g
-卵
白
ト
・
〉

ο《
一
室
一〉
は
一
%
の
石
炭
酸
掃
液
に
只
小
委
粒
の
み
な
ら
十
又
穂
生
涯
潰
し
℃
、

そ
の
雨
者
の
色

反
臆
に
よ
り
て
、
司
3.aqag
の
品
種
を
分
類
し
た
り
。
而
し
て
此
方
法
は
小
萎
の
品
種
及
系
統
を
鑑
定
す
為
特
徴
と
な
る
の
み
な
ら
や
、
大

2事

恐
ら
く
は
燕
萎
の
品
種
を
分
類
す
る
に
も
効
果
あ
り
と
.

体
、
粒
の
内
に
於
け
る
色
素
の
位
置
、
並
に
酸
の
作
用
に
つ
き
て
も
論
及
し
た
り
。
〈
何
者

-
E・
同
州
市
円
〈
O
M
-

芯
)

ラ
イ
妻
、

而
し
て
民
は
此
石
決
噴
着
色
と
他
の
性
質
と
の
相
閥
、

そ
の
遺

は
著
し
く
浪
色
に
た
り
、
叉
そ
の
反
封
〈
5
8
4曲
目
と
の
事
貨
を
認
み
た
り
。

フ
ザ
1
ド
ペ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
粒
の
フ
ヱ
ノ

l
ル
着
色
と
穂
の
着
色
と
の
聞
に
は
明
か
な
る
負
的
相
側
b
り
て
、
淡
く
着
色
せ
る
欄
の
粒

叉
粒
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
と
粒
の
自
然
色
と
の
聞
に
掛
き

正
的
相
聞
現
象
あ
り
。
赤
粒
に
て
は
品
種
の
五
八
dmは
浪
色
、
間
二
dwは
淡
色
の
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
左
h

り
。
白
粒
に
て
は
品
種
の
四
六
%
が

7

Z

J

1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
織
(
第
一
日
報
U

四



フ
エ
ノ
1

必
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鐙
殻
(
第
]
報
》

四
回

浪
色
に
、
五
四
%
が
淡
色
に
た
り
た
り
-
失
K
有
在
種
に
て
は
・七
二
%
が
油
田
く
着
色
し
、
二
八
dw
が
淡
色
と
な
り
、
無
体
」
品
種
に
て
は
、
決

決
着
色
品
慣
が
約
等
L
と
?
、
ヂ
ン
ス
カ
:
、
ヂ
ン
ス
キ
ー
に
位
る
v
。
フ
リ
ー
ド
ペ
ル
グ
が
穂
に
着
色
せ
L
は、

一
μ
の
石
品
炭
酸
に
こ
同
時

間
漫
潰
し
、
取
り
出
し
た
る
後
四
時
間
を
粧
た
る
時
色
を
鑑
定
せ
る
念
り
。

、J

{
〈
。

F
同

-
v
似〈一
4a-
呈
)
は
伯
林
に
於
て
、
前
記
フ

1
ル
の
第
一
の
方
法
J

乞
多
少
改
正
し
て
、
潰
議
粒
を
、
吸
墨
紙
を
敷
き
た
る

フ
オ
ツ
ス

ベ
E
F
q
皿
に
置
床
せ
し
直
後
に
、
場
室
に
入
れ
、
四
O
品
種
を
二
人
に
て
置
床
す
る
に
、

一
時
間
半
乃
至
こ
時
聞
を
要
す
べ

4
・
そ
の
後

に
湯
量
よ
h
q
取
り
出

L
、
各
血
に
一
%
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
溶
液
二
目
を
早
く
枝
加
す
。
そ
の
後
同
時
間
と
二
四
時
制
と
に
色
を
比
較
す
。
か
く

す
れ
ば
長
・
初
に
置
床
せ
L
も
の
が
後
に
置
床
せ
し
も
の
よ
り
も
よ
く
燕
蛮
し
て
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
の
濃
度
が
犬
に
な
る
を
防
ぎ
得
ベ
し
・
二
四

時
間
後
に
で
も
錆
色
す
る
故
に
、
長
く
な
れ
ば
品
種
の
差
を
現
は
さ
ピ
る
に
至
る
。
氏
は
一
九
二
九
|
一
一
一
一
年
に
混
小
萎
六
一
試
料
、
多
小

萎
一
六
バ
試
料
に
う
き
て
右
の
方
法
に
で
試
験
し
て
、
〈
1
v
渋
茶
褐
色
〈
出
巾
H
5
2
5
M
V
ベ
2
)
浪
茶
摘
色
乃
至
黒
色
(
Ueg
-
8
5
2
z
B
忌回

m
n
v
g同と、〈
3
)混
合
色
(
の
首
位
回

hzrHZ〉
の
一
一
一
種
に
直
別
せ
り
。
詰
り
色
の
区
別
を
制
分
せ
ざ
る
時
は
‘
フ
エ
ノ
l
ル
着
色
は
小
委
の

分
類
に
遁
用
し
得
ベ
し
一
耳
々
と
述
べ
た
り
。

本
邦
に
於
て
も
山
本
氏
仰
(
一
&
一
言
一
v
が
小
委
品
種
鑑
別
法
と
し
て
フ
虫
ノ
l
ル
着
色
法
を
試
験
し
た
り
。
而
し
て
最
初
に
そ
の
遡
首
な
忍
浪

度
を
決
定
す
る
矯
め
に
試
験
し
た
る
か
、

0
・五

1
7
0併
が
放
題
決
度
な
る
を
見
た
り
。
そ
の
時
聞
を
凶
時
間
と
な
し
、
粒
子
を
液
ゅ
に

全
く
浸
潰
せ
ざ
る
椴
必
ヂ
宰
無
に
銭
し
置
く
べ
き
を
見
、
叉
着
色
は
細
別
す
れ
ば
一

O
種
に
及
ベ
H
C
、
弐
の
五
種
の
直
別
を
趨
賞
と
た
し
た

り

《

1
}
不

要

色

(
2
)
淡

栂

色

(
3
V
縞

色

(
4
v
黒

禍

色

〈

5
v
黒

色



氏
は
秋
小
婆
一
一
一
一
種
、
出
骨
小
萎
間
三
種
に
ワ
き
て
、
右
費
色
の
程
度
を
試
験
し
た
担
。
叉
三
口
問
種
に
つ
き
、
昭
和
三
年
以
来
の
種
子
五
ヶ
年

聞
の
新
古
種
子
に
つ
き
で
鑓
色
乞
比
較
し
た
る
に
、
皆
判
れ
も
間
有
の
色
に
染
ま
る
を
見
た
り
。
而
し
て
此
着
色
法
は
寅
際
上
利
用
慣
値
-
T

へ

怠

hv
と
述
べ
た
り
。

フ
オ
ツ
ス
仰
{
一
九
三
四
〉
は
ピ

1
ベ
ル
の
述
べ
し
所
に
伺
じ
く
、

フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
と
粒
の
費
芽
と
の
闘
係
を
試
験
し
て
、
小
妻
が
フ
ヱ
ノ

1

tw
に
劃
す
る
抵
抗
力
を
見
る
に
は
、

一
%
溶
液
が
誼
賞
た
る
と
と
を
確
か
め
、
之
に
よ
り
て
品
種
の
特
性
を
明
か
に
す
る
と
と
を
得
る
を
見

た
り
。
淡
褐
色
の
も
の
は
、
例
外
な
〈
聖
芽
カ
生
失
へ

E
、
横
く
着
色
せ
る
も
の
L
聞
に
も
亦
蛮
芽
カ
に
差
異
b
る
も
の
な
る
故
に
、
之
に

よ
り
て
濃
く
着
色
す
る
品
種
を
更
に
細
別
し
得
ぺ
し
云
々
と
。

、.ノzu 

ミ
ジ
シ
ス
カ
〈
冨
h

台
湾
胃
固
ま
・
回
・
ν

及
ミ
タ
シ
冒
ハ
キ
1
ハ
宮
居
間
富
岡
ご
同
州
・
)
(
竺
49.K
〉
は
ポ
1
ラ
ン
H
P

に
於
て
、

フ
1
ル
の
方
法
に
よ

り
て
小
萎
五
O
粒
宛
を
二
四
時
間
一
歳
耐
水
に
浸
潰
し
て
・
へ

l
ト
り
血
に
入
れ
、
吸
墨
紙
上
に
腹
面
を
下
に
し
て
並
ぺ
、

一
%
の
フ
ヱ
ノ
1
ル

溶
液
二
氏
を
加
で
同
時
間
後
に
着
色
を
検
定
し
た
り
。
撚
る
時
は
品
種
聞
の
差
異
は
瀬
著
に
し
で
、
或
る
品
種
は
無
着
色
又
は
辛
じ
て
諸

色
せ
る
に
、
他
品
種
は
茶
樹
色
乃
至
梢
黒
色
に
着
色
せ
り
。
而
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
産
二
七

O
試
料
二

O
一
品
種
を
試
撤
し
た
る
に
、

(
1
〉淡

-
色
(
出
冊
目
HV
、
(
2
)中
間
色
(
P
2
5
H
R
《

3
}議
色

(US-sご
及
び
(
4
)混
合
色
(
の
O
B
Z
n
v
C
の
問
群
に
分
つ
を
得
た
り
。
此
他
に
司
暗
4Hmqaヨ

倉
吉
遣

4
2
ぎ
三
時

q
b
g闘
に
属
す
る
ロ
m
麓
に
て
、
二
四
時
間
後
に
於
て
も
金
〈
着
色
せ
ざ
る
も
の
あ
り
た
り
。
叉
小
委
の
穂
を
一
%
の
フ

ヱ
ノ
1
ル
に
二
四
時
間
浸
し
て
取
り
出
じ
て
乾
か
し
た
る
に
、
金
〈
着
色
せ
ざ
る
も
の
よ
り
褐
黒
色
に
染
ま
る
も
の
迄
、
六
種
の
階
段
に
着

色
ず
る
b
L
見
た
り
。
さ
れ
ど
そ
の
色
は
連
観
的
に
じ

τ、
判
然
た
る
直
別
あ
る
に
あ
ら
守
。
弐
に
種
皮
中
の
褐
色
々
棄
の
存
在
と
粒
の
フ
ヱ

ノ
ー
ル
着
色
と
の
聞
に
は
次
の
相
闘
を
見
た
り
。

マエ
J

I
ル
着
色
誌
に
よ
る
小
委
の
品
種
鍍
識
(
第
一
報
V

百
五



ア
ヱ
ノ
ー
か
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
検
(
第
一
報
〉

回
大

穴
四
品
種
の
褐
色
粒
に
て
は
三
九
d
m
が
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
淡
色
‘
六
一
%
が
漁
色
叉
は
中
間
色
に
着
色
し
、
叉
四
二
品
種
。
白
色
粒
に
て

は
八
八
・
-
%
が
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
淡
色
、

一
了
九
%
が
浪
色
に
着
色
せ
り
。

有
世
口
問
置
に
て
は
三
六
・
九
必
が
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
淡
色
、

六
三
・
}
d
n
が
漁
色
、

無
せ
品
種
に
て
は
七
五
・
九
%
が
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
淡

色
、
二
四
二
%
が
濃
色
に
着
色
せ
り
と
て
、
前
掲
フ
リ
ー
ド
ペ
ル
グ
に
同
じ
事
貰
t

伊
述
べ
た
り
。

、，J

リ
ス
ト
ウ
ス
キ
1
(
r
a
o
d
S困
ご

〉

-
V
付
(
一
き
さ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
カ
ウ
大
事
に
於
て
、
中
へ
窓
会
に
つ
き
て
フ
ヱ
ノ

1
ル
港
色
反
聴
を

試
験
せ
り
。
然
る
・
属
大
萎
に
て
は
着
色
が
部
分
的
に
一
様
に
あ
ら
歩
。
最
も
速
・
刀
に
且
つ
漣
〈
粒
の
先
端
及
溝
が
着
色
し
て
、
後
に
腹
耐
に

及
ぶ
。
脊
両
は
腹
耐
よ
り
弱
〈
着
色
す
。
腹
曲
に
で
も
粒
の
先
端
が
比
較
的
に
濃
く
な
り
、
中
部
は
僅
か
に
或
は
殆
ん
H
C
着
色
せ
事
。
か
〈

L
て
粒
を
フ
ヱ
ノ
1
t
F
に
て
着
色
す
る
快
態
に
よ
り
て
五
種
に
直
別
せ
り
。
稲
は
着
色
せ
や
。
或
は
外
穎
の
机
が
着
色
す
る
の
み
。

フ
ヱ
ノ

ー
ル
着
色
法
は
フ
1
ル
の
方
法
を
採
用
し
た
る
が
、

フ
ヱ
ノ
1
ル
の
漁
皮
は
二
%
叉
は
一
%
と
な
し
、
六
、
七
持
聞
を
遁
首
と
な
し
、
二
四
・

時
聞
が
最
長
の
時
聞
な
り
と
。、，，，

フ
オ
ツ
ス
〈
〈
。
z
g
同
・
〉
何
〈
一
き
さ
は
‘
そ
の
後
小
葬
の
穫
穎
{
沼
田
宕
宮
戸
岡
市
〉
を
取
り
、

一
%
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
溶
液
に
二
四
時
間
浸
す
時

は

そ
の
着
色
が
穂
全
慢
の
着
色
を
代
表
す
る
と
と
を
得
、

二
四
時
間
後
に
護
穎
を
取
り
出

且
つ
積
金
煙
よ
り
も
平
〈
一
様
に
着
色
す
。

し
、
吸
墨
紙
上
に
置
き
て
色
を
鑑
定
し
、
更
に
二
四
時
間
後
に
一
回
色
を
鑑
定
し
た
り
。
‘
そ
の
時
の
室
温
は
掃
氏
一
八

I
L
一O
度
な
り
し
。

そ
の
麓
穎
の
着
色
に
よ
り
て
品
種
を
三
群
に
分
類
し
得
、
叉
外
穎
及
び
内
頴
の
着
色
に
よ
り
て
も
・
右
の
三
群
に
区
別
し
得
る
な
り
。
謹
穎

の
年
齢
と
着
色
と
の
聞
係
を
見
る
に
、
五
ヶ
年
は
一
定
せ
る
も
、
そ
の
後
は
漸
次
に
着
色
が
弱
く
友
る
を
認
・

υ。
温
度
と
粒
の
着
色
と
の
開
係

を
見
る
矯
め
に
、

七
五

i
八
O
度
、
六

O
度
及
四
O
度
に
て
フ
ヱ
ノ

l
ル
に
浸
し
た
る
に
、
七
五

i
八
O
度
に
て
は
着
色
は
弱
ま
り
た
る
が



そ
れ
以
下
の
温
度
に
て
は
弱
く
な
る
を
認
め
ざ
り
し
。
叉
粒
を
一
八
の
度
に
て
三
ハ
リ
分
乾
燥
し
た
る
後
、
仰
の
如
く
フ
.ヱ
ノ

1
ル
に
潰
し
た

る
に
、
二
四
時
間
後
多
少
弱
き
着
色
を
見
、
又
ア
ウ
ト
ク
ラ
1
フ
に
て
熱
消
毒
し
た
る
小
萎
に
て
は
、
粒
の
著
し
き
着
色
弱
化
を
見
た
り
-

尚
稗
の
着
色
を
試
験
し
た
る
に
、
梓
の
高
さ
に
よ
っ
て
そ
の
着
色
を
異
に

L
P
穂
の
直
下
の
部
分
は
一
様
に
着
色
し
、

一O
m
低
〈
切
断
し

た
る
部
分
に
て
は
着
色
が
弱
く
、
且
つ
不
揃
ひ
な
り
。
よ
り
て
穂
の
直
下
三
叩
の
部
分
の
着
色
を
償
す
る
を
遁
官
と
す
べ
し
。
と
れ
に
よ
れ

ば
、
品
種
に
よ

p
て
着
色
に
差
異
あ
り
て
、
無
着
色
、
淡
茶
補
色
、
浪
茶
褐
色
乃
至
黒
色
及
混
合
色
に
区
別
し
得
る
を
認
め
た
り
。
而
し
て

梓
の
着
色
と
漕
穎
の
着
色
聞
に
は
正
的
相
聞
々
係
あ
り
て
、
穀
粒
と
は
負
的
相
聞
に
あ
り
。
而
し
て
フ
ヱ

F

1
ル
着
色
は
酵
素
の
共
同
作
用

に
よ
る
が
如
し
云
々
と
。

、，J1

・

ス
ネ
ル

(
ω
z
回
H
J
開

-VO(
一
室
さ
は
、
小
委
の
フ
ヱ
ノ

1
ル
底
理
後
渦
潤
の
健
設
置
す
る
時
は
、

一
般
に
費
芽
が
最
早
起
ら
ざ
る
も
の
な

フ
ヱ
ノ

1
ル
鹿
理
後
も
向
賀
芽
す
る
も
の
あ
り
。
そ
の
原
因
は
黒
色
に
染
ま
り

し
粒
に
て
は
、
速
か
に
色
棄
を
構
成
す
る
矯
に
、
毒
作
用
が
褐
色
に
染
ま
り
し
粒
の
如
く
完
全
に
起
ら
ざ
る
に
因
る
べ
し
.
又
秤
の
着
色
は

る
も
、
或
る
品
種
に
て
全
く
黒
色
に
着
色
せ
し
粒
に
て
は
、

四
年
、
粒
の
着
色
は
五
年
迄
は
着
色
の
現
象
饗
ら
ざ
れ
ど
、

そ
の
梓
は
持
層
色
が
減
退
す
る
と
と
、
水
中
に
で
一

0
分
間
煮
る
時
は
、
梓
は
最

早
着
色
せ
ざ
る
と
と
、
粒
に
で
も
同
じ
け
れ
ど
、
長
く
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
浸
す
時
は
漸
次
着
供
す
る
と
と
、
此
着
色
の
原
因
物
は
四
八
時
間
浸

水
に
て
水
に
溶
け
出
づ
る
故
、
此
水
に
フ
ヱ
ノ
1
ル
を
加
ふ
れ
ば
着
色
す
る
と
と
、
此
博
出
水
を
煮
沸
す
れ
ば
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
の
起
ら
ざ

る
と
と
、
只
二
、
一
ニ
品
種
に
て
は
一
回
目
開
設
置
す
れ
ば
着
色
起
る
こ
と
、
コ
一

0
分
間
一
八

O
皮
に
て
乾
熟
す
れ
ば
若
色
は
弱
め
ら
る
と
と

等
の
事
貰
よ
り
し
て
、

フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
に
或
る
酵
素
卸
ち
酸
化
酵
素
が
開
興
す
る
と
と
明
か
な
り
云
k

と
て
、
既
知
の
事
貰
を
肯
定
的
に

述
べ
た
り
・

ブ
エ
ノ
1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識
(
第
一
報
)

四
七



ア
エ
ノ
1

ル
着
色
誌
に
よ
る
小
獲
の
品
種
鑑
槍
(
第
二
報
U

--J 

高
杉
氏
m
w
(
一
生
一
ぎ
の
大
安
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
反
一
服
に
は
濃
度
は
二
d
m
、
作
用
時
聞
は
二

0
時
間
が
遁
常
な
る
と
と
、
そ
の
着
色
は
腹
脊
加
に

間
入

よ
り
て
異
り
、
〈
1
)粒
色
の
不
境
、
〈
2
)淡
補
色
、
〔
3
)
補
色
、
〈
4
)瀧
補
色
に
し
て
、
問
撞
着
色
が
脊
面
及
び
腹
商
に
組
合
さ
れ
て
混
は

る
も
の
な
り
と
越
ぷ
。

ロ
シ
ヤ
に
於
て
も
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
に
よ
る
穀
類
の
品
種
鑑
定
に
つ
き
て
試
験
せ
り
。
チ
モ
フ
ヒ

1
パ
及
び
ザ
ピ
レ
ン
コ
パ
(
吋
E
呂
田
2
b・

、J

〉

-
P
P
S
F園時
Met-
〉・

ω
・
)
仰
〈
一
き
さ
に
よ
れ
ば
、
小
萎
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
は
淡
色
と
浪
色
と
に
二
分
す
ぺ
〈
、
を

B
S
小
委
に

て
は
溶
液
浪
・
民
一
%
、
多
小
委
及
白
粒
・
弾
小
委
に
は

0
・
五
弱
、

赤
粒
者
小
委
は

0
・
一
必
を
遁
首
と
な
す
べ
く
‘

反
臆
促
過
の
矯
め
に
高

温
度
三

φ
十
四
O
皮
を
周
ひ
、
或
は
博
液
一
氏
に
つ
き
一
滴
の
ア
ム
モ
=
ヤ
を
加
ふ
る
を
可
と

L
.
且
つ
は
幼
植
物
の
特
性
を
も
考
ふ
ぺ
じ

と

、EJ

グ
ル
ム

(
m
v一園田区・国

-VO(
一
室
吉
は
ウ
イ
シ
エ
一
於
℃
ヨ
3.RH
』
司
喜
き
Z
A
宮
、
可
、
崎
町
三
a
F
F
h
R
E
H
の
種
子
を
各
縦
断
じ
て
皮
を
去
り
て

一
，
%
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
液
に
て
二
時
間
庫
理
し
た
る
に
、
そ
の
着
色
を
異
に
す
る
認
め
、
相
1

・
h
誌
な

a
を
短
時
間
に
で
し
か
も
献
賞
に
他
の
種
子

よ
り
鑑
別
し
縛
る
と
と
を
見
た
り
。
引
、
.
、
-Sき
g.2
は
殆
ん

E
無
着
色
吋
・

-haa目
白
は
繰
・
湿
の
み
濃
茶
褐
色
に
染
ま
る
時
、
可
-hRHS
は

ポ
カ
し
た
る
如
〈
染
ま
り
、
硝
子
質
、
脂
肪
に
富
み
た
る
褐
色
に
し
て
、
漸
次
に
無
着
色
部
に
及
ぶ
。
而
し
て
吋
-
s
t
h
a
よ
り
も
着
色
速

か
み
り
と
。

以
上
文
献
を
捗
猶
す
る
に
、

一
九
二
二
年
ピ

l
ベ
ル
に
よ
り
て
偶
然
に
鷲
見
せ
ら
れ
た
る
フ
ヱ
ゾ
l
ル
着
色
法
が
、
小
委
の
品
種
鑑
定
に

供
ぜ
ら
れ
得
る
は
、
そ
の
後
諸
閣
の
多
く
の
入
に
£
り
て
棋
k

行
は
れ
た
る
研
究
に
よ
り
て
そ
の
効
果
明
か
と
た
り
た
り
。
本
邦
に
て
は
北

海
道
に
て
山
本
‘
高
杉
両
氏
が
之
に
つ
き
て
貰
験
じ
た
れ
ど
‘
本
だ
十
分
M
L
多
く
の
本
邦
品
種
に
つ
き
で
行
は
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
故



に
、
品
種
鑑
定
に
賞
用
化
せ
ん
に
は
‘
向
虞
く
多
〈
の
人
に
よ
り
℃
試
臓
せ
ら
る
h

必
要
あ
h
y
o
よ
り
て
著
者
等
は
失
隠
連
ぷ
る
が
如
き
賞
験

を
な
し
℃
、

品
種
の
鑑
定
に
費
ぜ
ん
と
す
。

小
委
以
外
の
物
に
つ
き
て
も
賓
験
せ
ん
と
せ
し
も
、
事
費
支
障
の
矯
め
一
時
賞
験
を
中
止
し

τ、
只
簡
単
注
る
附
記
に
止
め
た
b
.
本
研
究
は
金
韓
を
遇
巳
て
不
備
を
菟
れ
ざ
る
故
に
、
後
日
更
に
賓
験
し
て
費
表
せ
ん
と
と
を
期
す
。

=
、
小
夢
の
品
種
主
フ
ヱ

J
Iル
漕
色
反
旗
E
の
関
係

先
づ
、
営
研
究
所
内
に
て
得
ら
る
L
小
委
の
品
種
に
つ
き
て
、
之
が
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
反
躍
を
試
験
せ
ん
と
し
、
昭
和
十
二
年
一
月
及
び

千
三
年
二
、
三
月
に
ニ
固
に
分
ち
て
賓
験
ぜ
り
・
今
後
共
新
た
に
材
料
を
得
る
時
は
糟
続
賞
駒
せ
ん
と
す
.

甲
、
昭
和
十
二
年
の
試
験

一
‘
方

法

フ
Z

，F
I
ル
《
右
農
酸
P
F
O国
V

を
一
%
は
稀
掴
押
し
た
る
も
の
を
用
ふ
。
強
め
小
萎
粒
を
播
民
一
五
度
に
て
こ
四
時
間
水
に
浸
し
た
る

後
M

刷
、
保
九
喝
の
ペ

1
ト
'
皿
に
吸
墨
紙
を
布
き
た
る
主
に
、
小
委
を
五

O
粒
宛
腹
聞
を
下
に
向
け
て
置
床
し
、
之
に
前
記
7
-
A
F
1
ル
博

液
を
二
偲
加
へ
℃
、
構
共
吸
牧
せ
し
め
、
八
時
間
揖
氏
一
五
度
の
恒
温
器
内
に
置
き
て
、
そ
の
着
色
献
況
を
検
し
た
り
。

二
、
着
色
め

E
別

着
色
ほ
黒
色
、
紫
補
色
、
褐
色
、
決
褐
色
.
無
着
色
等
連
続
的
に
浪
色
よ
り
無
着
色
迄
種
K
D階
段
を
示
す
が
、
便
宜
上
衣
の
七
種
に
匪

別
せ
り
.
〈
括
孤
内
は

F
F
S
F
A
N
e内
F
E含

Cロ仏
Z
0
5
E
5
5
に
よ
り
近
似
の
色
を
-
示
会

'v

7
Z
F
I
ル
着
告
践
む
よ
る
ふ
腐
の
品
種
償
請
(
第
一
線
)

四
角.



7

エ
ノ
1
ル
着
色
誌
に
よ
る
小
委
の
品
種
鐙
議
(
第
二
鞍
〉

五
O 

黒

掲

色

戸
切
同

LHAH-nuv
切
同
。
司
ロ
〉

〈

n
v
g
g民
・
回
同
喝
耳
目
V

E 

浪

紫

梢

色

〈
ー
と
E
と
の
中
間

xugwM『
切

gd『回
V

E 

浪

茶

栂

色

M 

茶

制

色

円出
P
N
Z
V

v 

決

茶

相

色

〈
mと
wu
と
の
中
間
)
〈
宮
司
包
切

2
2
H
)

可1

殆
ん

r無
着
色

1I 

混

合.

色

右
の
着
色
は
種
k

の
段
階
な
る
が
、
相
連
続
せ
る
も
の
に
し
て
、
試
料
に
よ
り
て
直
別
し
難
き
場
合
あ
る
が
放
に
、
隼
ろ
之
b
t
浪
色
と
淡

色
と
混
色
と
に
三
大
別
す
る
を
便
み
り
と
す
る
と
と
あ
り
。

着
色
の
快
況
を
具
る
に
概
し
て
浪
色
に
染
ま
る
も
の
と
、
淡
色
に
染
ま
る
も
の
と
の
聞
に
は
、
確
然
た
る
差
異
を
認
む
る
が
如
く
、
漁
色

群
は
一

l
二
時
間
内
に
可
泳
り
着
色
が
進
む
に
民
し
、
淡
色
の
も
の
に
あ
り
て
は
、
一
一
一

l
四
時
間
内
に
て
は
、
殆
ん
ど
判
然
と
認
め
得
ら
れ

ぎ
る
程
・
民
に
過
ぎ
や
。
叉
混
色
と
は
種
類
又
は
系
統
の
混
合
或
は
雑
種
に
因
る
か
判
然
た
ら
ざ
る
も
、
淡
淡
粒
の
混
合
を
認
む
る
な
り
。
而

し
て
此
混
色
の
混
は
る
L
は
、
欧
酬
の
試
料
に
於
て
も
同
じ
き
と
と
は
、
既
に
文
献
に
て
述
べ
た
る
が
如
し
。

三
、
結

泉

昭
和
十
二
年
の
試
験
に
於
て
、
左
記
五
一
品
種
に
つ
き
て
、
温
度
一
五
度
に
於
け
る
八
時
間
後
の
着
色
反
聴
を
見
た
る
結
果
は
、
第
一
表

の
如
し
。

第

表

小
萎
の
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色

ハ
昭
和
十
二
年
V

A

一一
JV

漉
色
に
着
色
せ
る
昂
種

黒

調

色

奈
良
一
一
一
尺
ニ
続
、
溢
不
知
、
赤
皮
赤
、
鴻
巣
四
携
、
農
椋
三
撹
.
農
桃
一
一
甥
.
新
国
恩
生
(
以
上
鍋
色
小
委
」

所
湾
(
白
色
小
委
ν



l' 

獲で

綱，

繋 e

E 

a健
茶

鍋

(一一)

淡
色
に
着
色
せ
る
品
種

E 

茶

鍋

Y 

淡

茶

調

可t

殆
ん
ど
無
着
色

内一一一)

混
色
に
着
色
ぜ
る
品
種

u 
混

合

色

宮
城
品
州
五
入
規
・
払
腕
春
小
委
九
扱
.
赤
飯
不
知
一
一
貌
・
陸
例
一
一
甥
.
富
国
.
赤
・
小
委
.
露
一
一
丸
貌
・

Hyg踊
富
田
門
以
土

銅
色
小
委
)
、
熊
本
小
袋
、
農
林
七
続
(
以
上
白
色
小
委
)

色

イ
ガ
筑
後
庁
レ
ゴ

y
、
大
井
上
七
蛾
、
黄
海
五
回
説
、
同
z
gロ
0
2
P
G
ω
g
a
c
z・
ハ
以
上
銅
色
小
委
)
、

C
E
Z
(白
色
小
委
〉

色

織
内
九
陣
齢
、
岩
手
相
州
、
早
生
坊
主
、
軍
配
七
鋭
.
赤
ボ
ロ
一
一
蹴
‘
勾
玉
二
七
撹
.
安
調
側
、
新
中
長
.
細
調
停
、

HH5ス
以
上

鍋
色
小
委
)
吋
ロ
E
H
M
(
白
色
小
委
U

色

江
島
副
脚
力
、
中
生
赤
、
農
林
五
鋭
、
鴻
巣
二
五
銃
.
白
ポ
ロ
-
二
銃
・
大
原
二
銃
(
以
上
銅
色
小
委
)
‘
漆
洲
入
貌
、
回
目
河
町
ヲ

肘

R
q
F
E
n
F
4
4喝
官
民
ハ
以
上
白
色
小
委
)

中
盤
白
‘
自
キ

p
ス
五
披
.
領
洲
(
以
上
甥
也
小
委
)
、
膝
宙
開
花
姿

H
V
a
m
g
w

唱。.
H
(
以
上
白
色
小
委
〉

色

尾
島
早
生
、
マ
=
ト
バ
円
以
上
鍋
争
小
袋
)

乙
、
昭
和
十
三
年
の
試
験

昭
和
十
三
年
三
月
に
新
な
る
六
五
材
料
に
つ
き
て
、
同
前
の
着
色
反
鹿
を
検
定
し
た
り
。
強
め
一
五
度
に
て
こ
四
時
間
水
に
浸
し
、
之
を

一
必
の
フ
ヱ
ノ

l
ル
を
二
回
加
へ
、
指
氏
一
五
由
民
に
七
時
間
置
き
て
、
午
後
四

朝
九
時
に
取
り
出
し
、
ぺ
1
ト
リ
血
に
吸
墨
紙
上
に
置
き
、

時
に
着
色
を
見
た
り
。
そ
れ
よ
り
更
に
翠
朝
九
時
迄
室
内
に
放
置
し
て
二
四
時
間
後
の
色
を
検
し
た
る
に
、
前
日
に
見
た
る
よ
り
著
し
く
浪

色
に
な
り
た
り
。
次
に
火
力
に
で
乾
燥
し
て
再
び
色
を
調
べ
た
る
結
果
は
第
二
表
の
如
し
。

五

フ
ヱ
ノ
1

ル
着
色
訟
に
よ
る
小
委
の
口
問
題
鍍
識
ハ
第
一
一
廻
)



帽

az--ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鏡
識
(
第
一
報
)

五

第

二

表

小
委
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色

(
昭
和
十
三
年
V

国
て
浪
色
に
着
色
す
る
品
種

宮西新溢西白熊赤宮町三徳農鴻赤
品

城 回 E温 本 d、祷尺鳥林巣
不 諸 種

相 早 理昆 d、 一二筑三四

日H.村生知鋤作 Z毎週E貌!M摩貌続赤
名

iIl滋 i農濃波浪茶 j農 茶 濃 漉 茶 漉 茶 色七
時

茶茶 茶繁茶茶綱茶術紫紫鍋弊 鍋
後間

.鍋禍鍋続編栂 鍋 掲術 調

色色色色色色色色色色色色色色
の
者

j農渡黒黒黒黒黒黒F.¥¥黒黒黒少色黒禍 黒 き言
紫栂紫鍋偏鍋綱禍樋栂柄欄禍偏滋繁色鍋1':調 後時間

色色色色色色色色色色色色多色‘
の

t震iO i鹿 i良 黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒 乾燥粒 1 

紫 紫紫紫 絹綿繍術調褐鍋鍋綱褐
偶偏偶鍋 の

色色色色色色色色色色色色色色 宮
早昭山白寧オ イ早胞白赤筑赤尾 ~日Z 

生 ロボ配レガ 後プ這 塗島
ロ 坊

d、 小二七ョ ・筑 - :.1磨 髄早
一 f一「

姿和~税減 Y後主貌プ Zコ前乙生

淡 淡 淡 淡 淡 茶淡茶itJ i!!!漉茶茶

茶茶茶茶茶褐茶綱繁繁茶 編編
間時

鍋編鍋絹綿 編 禍綱栂 後

色色色色色色色色色色色色色
の
着

滋 濃 浪 濃 茶漉茶 話E黒黒海黒滋 色着二四

茶茶茶茶綱茶栂紫鍋鍋紫編 禦 間時
栂偶綱領補鍋 術鍋

色色色色色色色色色色色色色 後
の

i農 I白波浪 i良 i良滋狼濃浪漫浪浪 乾普
茶茶茶茶茶茶茶紫終紫禦書官紫

編備綱領禍褐偶術縞禍網鍋鍋 の

色色色色色色色色色色色色色 色着



乙
‘
淡
色
に
着
色
す
る
品
種

早 畠早滋赤 宮西鴻獄中 4 中細早畿 相 南
lffi ロ生

生 賀ポ 海員主椙州 ル生 生内
d、早 ベ相一升I 穫

入 生d、ーロ 六二 二五鎗胃ヲ升l 坊割問 一
名梅田委委競関銃蛾五ト六界 主 税州 O

様様茶茶後援譲渡淡稜漢後談後設後色白後

茶茶調栂 茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶

色色色色色色色色色色色色色色色色 審

茶茶茶茶茶淡淡茶茶茶茶茶 淡 淡 淡淡.色者二四

禍栂鍋備備茶茶備褐褐縞栂茶茶茶茶 話
鋳綱 偏縞禍偏

色色色色色色色色色色色色色色 色 色 ぎ

領舗 網 鍋 栂編舗網鍋栂術銅綱鋼銅栂の

色色色色色色色色色色色色色色色色 着色

一白岩西酉 術
E 司!'5 優無改中陸米新伊中

品
達手海海 玉 T三 ~ 賀
腐六 tト。~ 勝 良生 - I=t 生 種
h奇組 二 四 d、 珍 一 筑
- I 五

旗子 自白 披~長後赤 名盟主升|四渡 事喜

無量無淡色し無淡色し着祭茶少着経淡淡淡茶淡淡淡淡

着豪雪茶〈営茶茶会栂茶茶茶福茶茶茶茶
習に綱要』こ備 に色に綱綿綿 調綱編街

色少色鍋少色 縞 少 多 色 色 色 色 色色色色 の
着

淡淡 淡淡 淡 茶 淡 茶 茶 茶 茶 茶茶茶茶 色着二四
茶茶茶茶 茶

編 z術総縞鋼縞織揚鍋
間後時の ， 

鍋 禍鍋 禍 備

色色色色 色 色 色色色色色色色色色
f 

淡淡淡 目淡 者題 淡 淡 茶 茶 茶 茶 茶茶茶茶 壁乾
茶茶茶茶 策 茶

言禍栂綱偶綱栂視備調 禍備調 調 栂 の

色色色色 色 色 色色色色色色色色色 色者

ヲ
エ
I
I
ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
強
(
第
一
日
報
)

五



7

Z
ノ
1

ル
着
色
誌
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識
(
第
一
報
)

五
回

同
、
混
色
の
品
種

貞
赤dzs 、

カ 岩
品

ナ
手

坊 1 Jl 種

滋作白
d、 資

主 褒 鍵 名

色少淡茶茶茶茶漬 i農 色七

後間時

掲及 及 色 の
理雪

黒2護寄 策鍋色里及茶調 策調院 議 者色E二四時
色栂色備 色縞色及普術賢 銀品鍋

及 色
の

少獲色少濃茶貴黒 少漉 燥粒乾
量紫 霊茶色編 色縞蜜紫
黒絹色 紫漉 色鍋及 黒及色銅 の

色禍及 街及 少 色綱 色着

白 農 白
局

毛 林
d、 種

南 五

京 続 事是 名

少塁茶模 談茶 楼ず濃

色七 |

後間時 l 

鍋色E及 色綱 E 及 の
者

禦禍色事量褐色腎 兼銅 色編色集銅
色着二四

間時

色 及茶 後
の

署乾
の

着色

第
一
表
と
第
二
表
と
を
比
較
す
る
に
多
く
は
着
色
が
相
一
致
し
、
或
は
近
似
の
色
を
現
は
し
た
る
が
、
中
に
は
或
は
全
く
一
致
せ
ざ
る
も

の
あ
り
た
り
。
例
へ
ば
鴻
巣
四
披
、
三
尺
ニ
抗
、
赤
皮
赤
、
農
林
三
鋭
、
宮
城
相
州
、
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ
シ
、
早
生
場
主
、
細
枠
、
赤
ポ
ロ

一
…
班
、
新
中
長
等
は
前
後
の
賓
験
の
結
果
に
於
て
着
色
一
致
し
、
赤
小
妻
、
熊
本
小
姿
、
能
不
知
、
新
田
早
生
、
軍
配
七
抗
、
鴻
巣
二
五
抗
、

・

中
生
赤
、
プ
サ
一
二
、
農
林
五
拙
等
は
相
近
似
の
着
色
を
示
し
た
り
。
然
る
に
費
湖
、
尾
島
早
生
、
白
ポ
ロ
一
一
一
一
概
.
富
岡
、
陸
規
一
…
眠
、

中
生
白
等
に
於
て
は
着
色
を
異
に
し
た
り
。
か
く
の
如
く
同
一
品
種
に
於
て
着
色
乞
異
に
し
た
る
は
、
提
供
せ
し
試
料
が
異
る
矯
め
に
、
同

名
な
る
も
既
に
種
類
を
異
に
す
る
も
の
と
認
む
べ
き
な
り
。
右
の
事
質
よ
り
考
察
す
る
に
、
現
今
各
地
に
栽
暗
せ
ら
る
L
小
萎
を
一

K

フ
エ

ノ
l
ル
に
て
着
色
す
れ
ば
、
同
名
異
品
種
呉
系
統
少
-P
ら
や
し
て
、
品
種
名
の
訂
正
を
要
す
る
も
の
を
多
〈
鷲
見
し
得
ぺ
し
。

山
本
氏
。
が
調
査
し
た
る
小
委
は
概
し
て
洋
種
訟
る
が
、

そ
の
中
本
邦
名
の
品
種
も
若
干
奉
げ
ら
れ
た
h
v
o

而
し
て
農
林
三
銃
、
露
一
五



械
を
黒
色
、
札
幌
春
小
萎
九
披
を
黒
褐
色
、
新
中
長
を
褐
色
と
な
せ
る
は
、
著
者
等
の
見
た
る
鹿
に
大
樫
一
致
せ
り
。
只
そ
の
色
の
命
名
を

異
に
し
、
或
は
鹿
理
に
多
少
の
差
異
あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
は
、
そ
の
底
理
時
間
に
よ
り
て
淡
淡
b
る
が
故
に
、
著
者
等
が
詩
せ
し
が
如
く
、
初
め
七

l
八
時
間
後
に
一
度
検
色
し

又
一
重
夜
後
に
再
検
し
、
更
に
火
力
乾
燥
し
て
色
を
固
定
し
て
検
定
す
る
と
と
を
遁
嘗
な
り
と
す
。
よ
り
て
著
者
等
の
矯
せ
し
如
く
、
朝
八

-
九
時
に
小
萎
を
水
に
浸
潰
し
、
翌
朝
八

l
九
時
に
フ
ヱ
ノ

1
ル
に
浸
し
、
午
後
四
時
に
検
色
し
、
翌
朝
九
時
に
再
検
し
、
同
時
に
乾
燥
器

に
移
し
て
乾
燥
後
に
検
色
ナ
る
を
便
利
な
り
と
す
。

混
合
色
は
濃
淡
粒
が
混
合
し
て
判
然
と
現
は
る
h
が
故
に
、
既
知
の
品
種
に
し
℃
、
草
色
な
る
可
き
も
の
が
混
色
に
現
は
る
L
時
は
、
そ

の
混
合
品
種
な
る
と
と
そ
直
ち
に
決
定
し
得
べ
く
、
混
合
色
も
鑑
定
の
有
力
な
る
事
項
と
云
ふ
べ
し
。

以
上
の
試
験
は
普
通
小
妻
に
つ
き
て
な
る
が
、
マ
カ
ロ
=
小
妻
、
3.歓
喜
還
を
言
語
は
普
通
小
妻
に
異
り
て
、
二
四
時
間
フ
ヱ
ノ
I
ル
に

浸
す
も
殆
ん
ど
着
色
せ
ざ
る
品
種
多
く
、
或
は
着
色
す
る
も
僅
カ
に
淡
色
な
る
故
に
、
普
通
小
婆
と
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
に
よ
り
て
置
別
し
得

に
も
浪
色
に
な
る
も
の
も
あ
る
が
故
に
、
フ
オ
ツ

る
場
合
多
し
と
云
ふ
。

、J
ス
仰
の
述
べ
し
が
如
く
、
雨
種
を
絶
劃
的
に
鑑
別
し
得
る
と
云
ふ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
只
フ
オ
ツ
ス
に
よ
れ
ば
丸
、

-
a
e
E
S
中
の
品
種
の

さ
れ

E
普
通
小
妻
に
も
無
着
色
叉
淡
色
あ
り
、

叉

凶

司

・

内

向

a
E
S

鑑
定
に
は
効
果
あ
り
と
。

-
品
、
温
度
主
着
色
反
臓
ま
の
関
係

、J

フ
オ
ツ
ス
仰
は
揖
氏
七
五

l
八
O
度
の
高
温
に
て
は
小
委
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
は
弱
ま
り
た
る
が
、
そ
れ
以
下
の
温
度
に
て
は
弱
ま
る
を

プ
ヱ
ノ
1

ル
者
色
訟
に
よ
る
小
委
の
昂
種
鑑
識
(
第
一
報
V

五
五



v
z
J
E
A
着
色
誌
に
よ
る
小
獲
の
品
種
鎗
議
(
第
二
鞍
〉

豆
大

、J

認
岨
の
ぎ
り
じ
一
軍
h

と
、
温
度
&
着
色
と
の
聞
係
を
鴇

J

町
、
叉
チ
モ
ヲ
ヒ
?
パ
仰
は
着
色
反
感
促
進
の
矯
め
に
、
温
度
三

O
l問
。
度
を
遡
嘗

と
な
し
た
る
が
、
勿
論
フ
ヱ
ノ
l
ル
に
よ
る
小
萎
の
着
色
反
躍
は
、
そ
の
時
の
温
度
に
影
響
せ
ら
る
ペ
し
。
よ
り
て
著
者
等
は
そ
の
闘
係
を

知
る
矯
め
に
、
徳
島
筑
摩
及
び
西
園
穂
揃
の
二
品
種
に
つ
き
で
、
昭
和
十
二
年
五
月
三
十
一
日
及
び
六
月
一
日
に
試
験
せ
り
。

•• ，oc 
'8 •• gQ， 
G" 
I.t 

・ー• :;: 

... 
1" 
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今
ムσIOO 6 80 '00. 

小委の7:r./四ル着色と温度との側係

7:r./_ル2%、118理1時間竿

温度0.2仏 40.印， 80.1∞CC
西圏諸鋤

に
て
顧
弐
之
に
+
久
留
置
、
八

O
度
及
0
・
反
に
て
僅
か
に
着
色
し
、

一
、
方

法

此
賞
験
に
は
揖
氏
O
度
、
ニ

C
度
、
四

0
・
時
五
O
章、

A
O度
及
び

一
O
Q挺
も
軍
用
ひ
た
り
・
粒
b
t
晶
初
二
四
時
間
田
畑
氏
日
五
庫
に
て
水
に
慢

し
置
き
、
を
の
後
粒
に
ニ
婦
の
ヲ

z
l
l
ル
を
加
へ
て
、
吸
盤
根
ぷ
ぼ
粒

k
g
並
ペ
て
、
前
記
の
温
度
に
置
き
そ
の
着
色
を
歯
し
た
り
・

二
、
結

果

お
の
結
果
量
出
陣
後
一

l-
了
五
時
間
に
℃
各
温
度
の
聞
に
明
暗
返
る
差

異
を
見
た
り
。

徳
島
筑
摩
に
て
は
六

O
度
に
で
品
取
も
漁
色
に
な
り
、
次
ほ
四

O
度
、
引

O
度
、
八

O
度
の
順
序
に
し
て
、

一
O
O度
に
て
は
全
〈
着
色
す
る
と
ふ
』

な
〈
、
零
度
に
て
僅
か
に
着
色
し
た
り
。

西
国
穂
揃
に
て
は
六

0
・
匿
に
て
最
も
よ
く
着
色
し
.
四

O
皮
.
二

O
皮

一
O
O度
に
て
は
会
ぐ
着
色
せ
事
。
(
詩
興
〉



か
〈
前
掲
雨
品
種
に
於
て
結
果
は
一
致
せ
hv.
フ
オ
ツ
ス
は
温
皮
七
豆
!
八

O
度
に
て
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
弱
ま
り
た
る
が
・
六

O
由

民

及

び
四
O
度
に
て
は
弱
く
な
る
を
認
め
ざ
り
し
と
述
べ
、
チ
モ
フ
ヒ
l
パ
が
反
臆
促
進
の
矯
め
に
三
O
l四
0
・
民
を
用
ふ
べ
し
と
云
へ
る
事
と

著
者
等
の
結
果
と
よ
b
韓
合
す
れ
ば
、
闘
。
l
六
O
度
に
於
て
最
も
逮

Z着
色
す
る
も
の
ξ
云
ふ
べ
く
二
一

O
i一一一
O
度
に
於
て
も
、
之

に
共
ぎ
て
よ
く
着
色
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
よ
り
て
著
者
等
は
既
挫
の
質
験
に
於
て
一
五
度
を
用
ひ
て
七

l
八
時
間
乃
至
二
四
時
間
放
置

し
た
る
も
、
四
O
l六
O
度
に
て
短
時
間
底
理
す
る
と
と
、
例
へ
ば
五
O
度
に
於
て
底
理
す
る
が
如
き
は
遁
営
な
ら
ん
。

目
、
フ
ヱ

J
I凡
溶
液
が
小
夢
の
設
芽
位
互
依
す
影
響

前
に
楠
載
せ
し
如
く
ピ
1
ペ
ル
門
い
が

p
v
g
E
H
K
て
小
萎
の
着
色
を
見
た
る
時
に
、

0
・
五
%
の
溶
液
に
て
浪
〈
着
色
せ
る
粒
は
茜
だ
速

か
に
費
茅
す
る
も
、
治
色
せ
ざ
る
粒
は
登
芽
が
遜
る
h

か
、
成
は
金
〈
費
芽
せ
ざ
る
と
と
を
蛮
見
し
.
フ
オ
ツ
ス
他
も
フ
ヱ
ノ
1
ル
一
%
の

溶
液
に
℃
・
淡
補
色
に
染
ま
る
も
の
は
、
例
外
な
〈
聾
芽
カ
を
失
ひ
、
決
色
に
染
ま
る
も
の
は
費
芽
ず
れ
ど
、
そ
の
費
芽
力
に
義
国
間
あ
り
と

て
、
品
種
に
よ
る
着
色
の
浪
淡
に
よ
り
、
そ
の
費
芽
に
受
く
る
影
響
に
差
異
あ
る
を
指
摘
し
た
り
。
甚
だ
興
味
あ
る
が
放
に
‘
著
者
等
は
次

の
如
《
そ
の
遁
試
を
得
し
た
り
。

小
委
粧
を
強
め
燭
氏
一
五
度
に
て
こ
同
時
間
水
に
浸
し
た
る
後
、
取
り
出
し
て
一
必
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
溶
液
を
加
へ
て
凡
時
開
設
し
た
る
も

の
を
説
ひ
で
費
芽
試
験
広
附
し
た
る
に
、
西
村
、
宮
圏
、
西
岡
穂
揃
、
新
田
平
生
、
一
一
一
州
小
竹
、
愛
知
赤
竹
は
す
べ
て
良
好
に
幼
芽
並
に
幼

根
を
生
じ
て
、
殆
ん

E
害
作
附
を
認
め
ざ
り
し
。
而
し
て
以
上
の
種
類
は
す
べ
て
浪
色
に
着
色
せ
し
も
の
な
り
。

右
に
反
し
て
、

フ
ヱ
/
1
t
F
に
よ
る
着
色
の
淡
き
種
類
は
、
品
種
に
よ
り
て
鷲
芽
に
良
、
不
良
種
々
の
程
度
あ
る
を
認
め
、
例
へ
ば
次
の

7
Z
J
I
ル
着
包
法
に
よ
る
小
委
の
ロ
附
種
盤
面
開
(
第
一
線
)

豆
七



7
z
f
I
ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
閏
間
選
鑑
破
門
第
一
報
〉

五
八

如
き
コ
一
階
級
に
分
つ
・
}
と
を
得
た
り
。

費
芽
良
好
な
る
種
類
:
:
・
中
生
白
、
コ
一
原

費
芽
中
位
;
:
:
:
:
Ji---勝
臓
花
妻
、
細
梓

不
登
芽
の
種
類

j
i
-
-
・:
白
建
瞬
間
埼
一
蹴
、
中
生
赤
、
白
極
姿
・
白
キ
リ
ス
五
蹴

又
浪
淡
混
合
色
と
見
え
し
試
料
尾
島
平
生
に
つ
き
で
費
芽
試
験
せ
し
に
、
濃
色
粒
の
み
費
茅
し
、
淡
色
粒
は
不
費
芽
な
り
し
。

以
上
の
事
賓
を
見
れ
ば
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
よ
り
て
着
色
に
浪
淡
あ
る
時
は
、
そ
の
フ
ヱ
ノ

l
ル
に
封
ず
る
抵
抗
力
に
も
差
異
b
る
を
認
め
、

浪
色
粒
は
抵
抗
力
犬
に
し
て
淡
色
粒
に
於
て
一
般
に
抵
抗
力
小
な
る
を
認
む
る
ゑ
り
。
而
L
て
淡
色
粒
に
て
は
す
べ
て
良
く
曹
芽
し
て
品
種

聞
の
差
異
を
認
め
難
を
も
、
淡
色
粒
に
於
て
ほ
品
種
聞
に
抵
抗
カ
に
差
異
b
る
を
見
る
な
り
。
じ
か
も
そ
の
抵
抗
力
の
差
異
は
フ
ヱ
ノ
l
ル

を
四
時
間
作
用
せ
し
む
る
と
と
に
よ
り
て
も
既
に
明
か
に
認
め
ら
れ
、
共
職
問
芽
試
験
は
一
週
間
の
程
・
挺
に
て
足
れ
り
。

右
の
如
く
、
フ
ヱ
ノ
l
ル
に
よ
る
品
種
の
区
別
を
見
る
に
は
、

費
茅
せ
し
む
れ
ば
、

一
%
の
フ
ヱ
ノ
I
ル
に
四
時
間
浸
し
た
る
後
に
、
普
通
の
水
漁
床
上
に
て

、E
J

一
週
間
に
て
そ
の
差
異
を
認
む
る
な
り
。
而
し
て
そ
の
原
因
に
闘
し
て
ス
ネ
ル
。
は
浪
く
着
色
す
る
時
は
色
素
構
成
に

よ
り
て
憲
作
用
を
摘
す
な
ら
ん
と
述
ぶ
。
或
は
然
ら
ん
、
更
に
試
験
す
る
-
を
要
す
。

五

フ
ヱ
J
Iル
着
色
£
他
の
種
賓
類
並
に
穂
友
ぴ
稗
ま
の
関
係

、J

ピ
1
ベ
ル

σは
回
Z
E
E
の
0
・
五
u
n
博
液
に
よ
り
て
ラ
イ
姿
、
燕
姿
、
犬
事
実
を
着
色
し
得
れ
ど
、
小
委
に
於
け
る
程
判
然
た
ら
歩
と
越

べ
た
り
。

フ
9

1
ド
ベ
ル
グ

ο碓
一
，
%
の
フ
エ
ノ
1
ル
の
着
色
に
よ
り
て
、
犬
妻
、
ラ
イ
奏
、
恐
ら
く
は
燕
事
実
の
品
種
を
も
分
類
す
る
に
効
果
4
U
h
q



と
リ
ス
ト
ウ
ス
キ

l
併
は
穴
事
会
に
つ
き
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
反
躍
を
見
た
り
。
而
し
て
大
葬
に
て
は
着
色
が
部
分
的
に
遅
速
あ
り
と
述
ぷ
。

、，，

高
杉
氏
仰
、
も
犬
萎
に
つ
き
貰
験
し
て
、
前
に
同
じ
く
部
分
的
に
着
色
を
異
に
す
る
を
見
た
り
。

、，，，

uq
ル
ム

σは
報
科
の
種
子
に
つ
き
で
フ
ヱ
ノ

1
ル
渚
色
を
試
み
て
そ
の
臆
用
の
範
囲
を
損
大
し
た
り
。

右
の
如
く
、
小
委
以
外
の
他
の
種
貨
に
つ
き
で
も
、

フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
反
癒
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
居
る
放
に
、
誌
に
著
者
も
改
め
て
他
の

葬
類
、
米
粒
、
禾
草
種
子
、
及
び
他
の
種
貰
に
つ
き
で
石
炭
酸
の
着
色
反
躍
を
見
た
る
に
、
共
の
結
果
を
得
た
り
。

一
、
大

委

前
婦
の
如
く
犬
萎
粒
も
亦
小
萎
に
同
じ
く
、

一
%
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
よ
り
て
、
品
種
別
に
着
色
反
臨
・
を
異
に
す
る
と
と
、
並
に
着
色
は
部

分
的
に
異
る
と
と
が
報
告
せ
ら
れ
居
る
が
、
著
者
等
の
貨
験
の
結
果
に
よ
る
も
既
知
の
如
く
、
大
菱
の
着
色
は
小
委
の
着
色
と
は
可
以
り
異

な
る
を
認
め
た
り
。
邸
ち
小
委
粒
は
一
般
的
に
粒
全
慌
に
一
様
の
費
色
を
認
む
る
に
反
し
、
大
葬
に
て
は
腹
部
、
背
部
の
雨
端
の
み
が
特
に

浪
く
染
ま
り
て
、
他
の
部
分
が
決
く
盛
り
、
部
分
に
よ
り
て
起
る
そ
の
様
淡
の
皮
が
品
種
に
よ
り
て
・異
る
な
り
。
従
っ
て
と
の
着
色
に
よ
る

判
別
は
複
雑
に
し
て
、
多
少
明
瞭
を
紙
ぐ
場
合
b
り
。
例
へ
ば
、
従
来
の
滞
色
分
類
例
を
象
ぐ
れ
ば
、
失
の
如
く
複
雑
な
る
を
知
る
た
り
。

、J

q
ス
ト
ウ
ス
キ

1
併
に
よ
る
分
類

腹
部
、
背
部
、
粒
の
雨
端
の
着
色
に
よ
り
て
判
断
す
。

ユ

:
全
然
無
着
色

-
b
:
殆
ん
H
C
無
着
色
、
粒
の
先
端
部
、
腹
部
の
溝
の
み
精
着
色

7

Z

J

1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
回
同
額
縁
繍
(
第
一
報
〉

五
九



7

Z
ノ
1

舟
者
合
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
億
量
圃
「
筋
一
線
)

大

O 

ユ

:
鹿
部
極
め
て
淡
く
着
色
し
、
粒
の
雨
端
の
外
無
着
色

曹

且

』

ru
---腹
部
極
め
て
淡
く
着
色
し
、
粒
の
南
端
梢
浪
く
、
背
部
殆
ん
ど
無
着
色

E
J
i---腹
部
一
様
に
中
位
に
諸
色
、
粒
の
南
端
暗
色
、
背
部
は
弱

l
中
l
無
着
色

-aる
も
の

E
t
-
-
:
・腹
部
一
様
に
暗
色
、
背
部
粒
端
は
中

l
暗
色
、
他
は
中

l
弱

叉
高
杉
氏
も
別
V

作
曲
肩
色
の
分
類
を
定
め
た
り
。

著
者
等
も
昭
和
十
二
年
に
・
冗
菱
の
着
色
に
つ
き
℃
試
臥
顕
し
た
り
。
そ
の
結
岡
端
末
だ
十
分
確
然
た
る
泊
色
間
観
別
を
な
し
得
ざ
る
も
、
絞
り

に
黒
色
、
褐
色
、
淡
色
、
無
鳶
色
に
区
別
せ
ば
、
決
の
如
き
品
種
別
る
る
を
見
た
り
。

《

I
V
黒
色
に
治
色
す
る
品
種

S
型
品
?
と
、
白
坊
主
八
一
二
‘
一
一
一
島
、
膝
八
、
竹
下
、
珍
子
線
、
畿
内
二
七
.
中
生
様
、
白
嗣
、
坊
主
、
稔
占
ハ
ニ
、
小
館
、
豊
年
六
・
抗

《

E
》

補
色
(
中
鴇
》
に
着
色
す
る
品
種

一
保
一
一
一
抗
、
犬
ピ
シ
、
小
ピ
ン
、
景
清
、
屋
根
楳
、
仁
田
裸
、
新
珍
子

《

E
)
淡
色
に
着
色
す
る
品
種

紅

梅

A
H
V
 
無

着

色
{
白
色
V

A
型一一一月、

M
型
事
大
菱

右
の
貰
験
に
於
て
、
同
時
に
穂
の
着
色
を
見
た
る
が
、
穂
と
粒
と
は
大
鱒
に
着
色
が
一
致
し
た
り
。



二

、

玄

米

及

粗

米

昭
和
十
二
局
十
一
月
に
、
玄
米
及
糧
米
に
つ
き
て
7

ヱ
ノ
1
ル
反
躍
を
試
験
し
た
る
に
‘
何
等
の
泊
費
色
を
呈
せ
ざ
り
し
。

三
、
ヲ
イ
姿
、
燕
事
会

ラ
イ
妻
、
燕
菱
に
就
を
て
は
油
賞
の
試
料
無
き
放
に
試
験
せ
ざ
bγ

し。

。。

ラ
イ
委
に
つ
き
て
は
シ
ユ
レ
1
J
ア
ル
〈
が
一
九
二
九

i
一
丸
一
』
一
二

年
に
五
回
口
問
極
を
試
験
し
た
る
に
、
凡
て
の
品
種
が
殆
ん
ど
同
械
に
着
色
し
た
る
が
、
各
個
の
品
種
に
於
て
全
く
着
色
せ
ざ
る
粒
が
若
干
存

在
せ
り
。
そ
の
無
着
色
粒
歩
合
が
恐
ら
く
品
種
の
特
性
を
表
は
す
べ
し
と
並
べ
、
叉
山
本
氏
は
北
海
道
産
ラ
イ
萎
に
つ
き
で
フ
ヱ
ノ
l
t
w
反

臨
閣
を
見
た
る
に
、
供
試
せ
る
口
問
種
が
総
て
一
様
に
晴
樹
色
に
染
ま
り
て
品
種
聞
に
差
異
を
認
め
ぎ
り
し
と
去
へ

p
。
さ
れ
ば
品
種
鑑
定
に
フ

ヱ
ノ

T
ル
宙
忠
則
は
困
難
な
る
べ
き
か
、
更
に
試
験
を
要
す
る
去
り
・

著
者
等
部
菱
を
有
蒋
の
ま
h

フ
ヱ
ノ
1
ル
溶
液
に
浸
す
時
は
梓
は
次
補
色
に
着
色
し
、
穎
果
は
黒
褐
色
に
な
る
を
認
め
た
れ
ど
、
誼
営
の

試
料
無
き
露
め
に
品
種
聞
の
着
色
差
異
を
見
る
と
と
胞
は
ざ
h
v
L
。

四
、
禾

事

種

子

次
の
三
種
の
釆
車
種
子
b
L

試
み
に
試
験
し
た
る
に
、
粒
は
良
く
着
色
す
る
も
、
穎
は
不
費
色
な
る
を
見
た
り
。

』
町
怠
宮
h
n刷
、
『
拘
拾
語
紙
』
・

』

v
g
h『

4dhahp
b
s
e
h
r
b
ε
s
q
a
H
a
 

禾
車
種
子
政
種
類
別
に
困
難
な
る
場
合
多
き
も
の
な
る
が
故
に
、
成
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
の
差
異
に
よ
り
て
、
鑑
定
に
安
し
得
る
と
と
無

き
を
保
ゼ
A
Y
。
故
に
、
釆
車
種
子
と
フ
ヱ
ノ
I
ル
反
鹿
と
ほ
夏
に
試
験
を
行
ふ
を
可
な
り
と
す
。

玉
、
背
科
牧
草
種
子

ヲ

Z

J

1

h
着
色
議
に
よ
る
小
療
の
品
種
鑑
歳
(
第
一
報
」

六



ァ
ェ
，
1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
賓
の
品
種
鏡
跡
(
第
一
線
〉

六

突
の
五
種
に
つ
き
で
フ
ヱ
ノ
1
ル
反
聴
を
見
た
る
に
粒
は
着
色
せ
や
。

k
h

ミ』
F1p.曲

gh宮内崎・
a3.a-

同

i
p
m
a
s
h
-
E
H
S
S
-
同

f

b
噌
申
立
内
向

a
F

』
い
骨
言

-83hshaha-
k
晶
画
な
・
白
崎
白

hahaas?

に
て
は
、

『鞘
着
色
せ
る
も
の
と
不
費
色
と
混
在
せ
る
が
如
く
‘

に
述
べ
し
が
如
く
グ
ル
ム
。
に
よ
れ
ば
、
可
h
a
a
に
於
て
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
に
よ
り
て
種
の
鑑
定
を
な
し
得
る
も
の
め
り
と
云
ふ
。

只
L

門
医
、

.2抽

haH2
・

且
っ
そ
の
費
色
は
鈍
感
危
る
b
L
秘
め
た
り
。
前

六
、
プ
ラ
シ
カ
島
種
子

次
の
二
種
は
五

i
一
0
日
間
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
作
用
せ
し
む
れ
ば
精
着
色
す
る
が
如
し
。

同時
d
邑
a
s
s
-宮
崎
き
.-ea噛・・

23Hqa-
凶・

2
3
-
E
M活写
s
s
a

七
、
小
菱
の
穂
及
稗

フ
リ
ー
ド
ペ
ル
グ

οは
一
，
%
の
フ
ヱ
ノ
l
t
w
溶
液
に
よ
り
て
穂
b
L
着
色
し
て
品
種
b
z
E則
し
た
り
。
向
穂
の
着
色
と
粒
の
着
色
と
の
聞
に

、，，，

は
明
か
な
る
負
的
相
閥
b
る
を
認
め
た
り
。
ミ
ジ
シ
ス
カ
及
び
シ
ジ
シ
ス

1

0
は
小
萎
穂
を
一
%
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
こ
四
時
間
浸
潰
し
て
取

り
出
し
て
乾
か
し
た
る
に
、
金
く
着
色
せ
ぎ
る
も
の
よ
り
禍
黒
色
に
染
ま
る
迄
六
階
級
を
認
め
た
り
と
云
ふ
。

、J

フ
オ
ツ
ス
仰
は
小
萎
の
嘩
穎
を
一
係
フ
ヱ
ノ

1
ル
に
て
島
理
し
、
謹
穎
の
着
色
に
て
品
種
別
を
み
す
と
と
を
得
と
謹
ぷ
。
叉
穂
の
直
下
(
積

首
)
コ
一
一
山
の
梓
の
部
分
の
着
色
に
よ
り
て
も
品
種
別
を
な
し
得
る
と
と
を
見
た
り
。
而
し
て
護
穎
と
秤
と
は
そ
の
着
色
が
正
的
相
闘
を
な
し
、

曲
以
粒
と
は
負
的
相
聞
に
・
め
り
と
云
ふ
。

、ノ

フ
オ
ツ
ス
仰
に
よ
れ
ば
、
同
・
・
内
町
民
吉
遣
に
於
て
は
、
粒
の
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
と
梓
の
着
色
と
は
正
的
相
闘
を
示
じ
て
、
普
通
小
菱
の
多
く

の
品
種
に
於
て
負
的
相
聞
な
る
と
相
反
せ
り
と
・



以
上
の
例
の
如
く
、
小
萎
の
穂
叉
は
稗
も
、
品
種
に
よ
り
て
ブ
ヱ
ノ

l
ル
着
色
を
固
持
す
る
と
と
を
明
か
に
認
む
る
が
、
著
者
等
は
本
邦
種

に
つ
き
て
は
未
だ
研
究
し
居
ら
ヂ
。

八
、
犬
窓
会
の
穂
及
び
稗

大
窓
会
の
欄
の
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
は
小
委
と
は
異
り
て
、
そ
の
着
色
紙
態
は
粒
の
着
色
と
同
様
な
り
。
梓
に
て
は
周
縁
部
‘
端
部
に
浪
く
、

中
央
部
に
淡
く
、
穂
軸
等
に
於
て
も
同
様
た
り
。
告
は
蒋
先
、
粒
端
に
同
じ

.く
漉
く
染
ま
る
た
り
。

さ
れ
ど
大
萎
の
梓
は
小
委
の
梓
と
は
金
〈
異
り
て
、
全
部
不
饗
色
な
り
。
今
著
者
等
の
貰
験
に
よ
れ
ば
、
大
葬
の
穂
の
着
色
は
次
の
如
じ
。

唯
大
葬
粒
と
同
様
に
、
着
色
一
様
に
進
行
せ
ざ
る
震
に
、
着
色
程
度
の
比
較
は
困
難
に
じ
て
、
明
瞭
を
扶
ぐ
場
合
多
し
。

暗

色
:
膝
八
、
一
一
一
島
、
竹
下
、
白
胴
、
紅
梅
、
景
情
、

S
型
企
・
官
、
自
助
主
八
三
、
畿
内
二
七
班
、
コ
一
保
三
焼
、
劫
主
、
稔
六
二
、

屋
根
裸
、
小
館
、
豊
年
六
脱
、
仁
田
楳

淡褐

色

:
珍
子
楳
、
中
生
裸
、
小
ピ
シ
、
新
珍
子

掲

色

:
A
型
ゴ
古
川
、
M
型
車
骨
大
事
実

六
、
フ
Z
J
Iル
着
色
の
原
因

設
粒
の
ブ
ヱ
ノ

l
ル
に
よ
る
着
色
は
果
皮
の
み
に
起
り
て
、
種
皮
は
始
よ
り
着
色
せ
る
故
に
判
明
せ
ざ
れ
E
特
に
着
色
せ
宇
。
又
糊
掛
居

及
び
澱
粉
比
起
ら
ざ
る
故
に
、
そ
の
原
因
は
果
皮
に
あ
り
。
叉
梓
及
び
梓
も
着
色
す
る
も
の
あ
る
故
に
、
そ
の
部
分
に
も
同
一
原
因
あ
り
。

荒
科
の
豆
に
て
は
匹
に
そ
の
反
臨
め
り
。
故
に
そ
の
着
色
の
原
因
は
植
物
轄
の
諸
部
分
に
存
在
し
、
而
か
も
種
類
に
よ
り
て
そ
の
分
布
の
位

六一一一

ア
ヱ
ノ
1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識
(
第
一
回
線
)



ア

Z

J

T
舟
轡
色
法
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
磁
(
第
一
報
)

六
回

置
及
び
程
度
に
議
奥
あ
る
を
知
る
な
り
。
而
し
℃
そ
の
原
因
に
二
種
の
説
あ
り
・

る
も
の
な
り
・
前
者
は
ヘ
ル
マ
シ
の
唱
ふ
る
所
に
し
て
‘
フ
ヱ
ノ

1
ル
が
作
用
し
て
、
植
物
帽
の
一
部
よ
り
ア
ぬ
モ

=
ャ
成
は
そ
の
類
縁
物

一
は
閥
単
な
る
化
皐
反
感
に
し
て
、
他
は
酵
素
に
よ
り
て
起

を
生
じ
、
之
と
〉

g
g
g
Z
S
1
E
A乞
作
h
y
、
同
時
に
そ
の
部
分
に
重
金
属
が
存
在
す
る
時
に
、
富
市

S
H
e
z
a
H胸

骨

に
費
じ
、
之
が
渦
潤

空
気
の
作
用
に
よ
り
て
分
解
せ
ら
れ
て

E
M
g帽
ミ
昏
注
目
と
補
す
る
石
炭
酸
赤
色
素
を
生
歩
る
が
故
に
、
そ
の
部
分
が
着
色
す
る
た
り
。
而

し
て
此
着
色
に
浪
淡
を
生
A
Y
る
は
〉

E
R
重
金
属
及
び
酸
素
の
三
要
素
の
量
に
よ
り
て
定
ま
る
な
り
と
た
す
。

酵
素
設
を
唱
へ
る
は
V
ユ
レ

1
デ
ル
に
し
て
、
種
子
中
に
存
在
す
る
オ
キ
シ
ダ
l
ゼ
に
よ
る
フ
ヱ
ノ

I
ル
の
酸
化
に
基
づ
く
べ
し
と
云
ふ
。

小
委
が
忽
・
撒
を
粧
過
す
る
時
は
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
が
懐
く
た
り
、
成
は
煮
沸
し
又
は
一
八

O
皮
に
て
乾
燥
す
る
時
は
着
色
せ
ざ
る
故
に
、
・
省

色
ば
酵
素
の
作
用
に
よ
る
が
如
く
息
は
し
む
る
も
の
め
り
。

そ
の
酵
素
は

EMmguお
な
ら
ん
。

フ

~フ
ルヱ
t ノ

(1)ラ
は 1
4、ゼ
菱 は
の酸
泉化
皮酵
に 索
停の
在一
?種
る IC

L
て、

芳
香
族
の

〉
日
曲
目
及
び

同

UFgoH
を
酸
化
し
て
色
議
を
生
や
る
も
の
た
り
・

、，J

、，J

ス
ネ
ル
守
フ
占
4

ツ
ス
山
w
，
‘
之
w
h

一
致
せ
り
。

。M
三
宮
崎
の
酸
化
作
用
に
依
る
と
な
し
、

以
上
爾
設
に
つ
き
て
は
、
そ
の
嘗
否
b
E
決
定
す
る
に
は
更
に
研
究
を
要
す
る
が
、
全
情
論
と
し
て
は
酵
素
に
因
る
と
な
寸
を
誼
嘗
た
り
と

せ
ん
・
之
に
賛
成
者
多
〈
、
著
者
等
も
暫
く
酵
素
設
に
友
祖
せ
ん
と
す
・

七
、
摘

要

一
、
小
委
・
犬
萎
等
の
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
法
は
、
之
敬
意
賓
の
品
種
鑑
定
上
に
路
用
し
て
有
効
な
る
と
と
既
に
明
治
な
る
故
に
、
著
者
等
は
本

郵
産
小
委
に
つ
き
、
昭
和
十
二
年
に
五
一
試
料
.
昭
和
十
三
年
に
穴
五
試
料
に

9
8
て
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
反
躍
を
猷
験
し
、
同
時
に
犬
委



そ
の
他
の
種
賞
並
に
穂
拝
に
つ
き
で
も
多
少
の
賓
臓
を
行
ひ
、
以
て
本
邦
に
於
け
る
葬
の
品
種
鑑
定
上
に
資
せ
ん
と
せ
り
。

二
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
一
%
溶
液
乞
用
ふ
。
強
め
小
委
粒
を
播
氏
一
五
度
に
て
こ
四
時
間
水
に
浸
し
た
る
後
に
、
径
九
個
の
ベ
1
ト
リ
血
に
吸
墨

紙
を
布
き
た
る
上
に
、
小
婆
を
五

O
粒
宛
腹
闘
を
下
に
向
け
て
置
床
し
、
之
に
前
記
フ
ヱ
ノ
I
ル
溶
液
を
二
∞
加
へ
て
、
七

l
八
時
間
播

民
一
五
度
に
置
き
て
一
度
そ
の
着
色
を
検
し
、
二
四
時
間
後
更
に
検
色
し
、
且
つ
乾
燥
し
た
る
後
に
も
検
色
し
た
り
。

一
二
、
然
る
時
は
、
小
萎
は
品
種
の
回
開
る
に
よ
り
て
、
浪
色
よ
り
無
着
色
迄
種
k

の
階
段
に
着
色
す
る
が
、
便
宜
上
之
を
(

1

)

黒
褐
色
、
〈
2
v

浪
紫
紺
色
、

(
3
)損
茶
褐
色
、
〈
4
)茶
褐
色
、

(
5
)淡
茶
褐
色
、
〈
6
)殆
ん
ど
無
着
色
及
び
〈
7
)混
合
色
の
七
種
に
分
ヲ
と
と
を
得
。

四
、
前
掲
着
色
に
よ
り
て
品
種
の
正
否
を
鑑
別
し
得
る
と
同
時
に
、
同
名
異
品
種
を
指
摘
し
得
る
場
合
あ
り
。

五
、
試
験
は
次
の
如
く
行
ふ
も
乞
便
利
と
す
。
朝
八

l
九
時
に
小
妻
を
水
に
浸
減
し
、
翌
朝
八

l
九
時
に
フ
ヱ
ノ
l
ル
に
浸
し
、
午
後
四
時
に

検
色
し
、
更
に
翌
朝
九
時
に
再
検
し
、
同
時
に
乾
燥
器
に
移
し
て
乾
燥
後
に
検
色
す
る
を
便
利
た
り
と
す
。

六
、
温
度
が
フ
ヱ
ノ
l
t
w
鷲
色
に
影
響
あ
り
て
、
揖
氏
四

O
l六
O
度
に
て
は
最
も
速
カ
に
且
つ
渇
く
着
色
し
、
之
よ
り
高
く
な
る
も
叉
低

く
な
る
も
着
色
遣
れ
、

-
O
O皮
に
て
は
全
く
着
色
せ
守
、
叉
零
度
に
て
は
僅
か
に
着
色
し
た
り
。

七
、
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
の
浪
き
小
委
品
種
に
て
は
、
フ
ヱ
ノ

1
ル
に
よ
り
て
嚢
芽
は
寄
せ
ら
れ
ざ
る
が
、
若
色
の
淡
き
品
種
に
て
は
費
芽
の

容
せ
ら
る
も
の
多
し
。
淡
色
の
も
の
に
は
全
く
費
芽
せ
ざ
る
も
の
、
或
は
相
官
に
管
せ
ら
る
L
も
の
、
或
は
又
費
芽
良
好
た
る
も
の
等
種

種
の
程
度
あ
り
。
と
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
抵
抗
力
は
品
種
の
特
性
た
り
。

八
、
フ
ヱ

y
l
ル
抵
抗
力
に
よ
り
て
小
委
の
品
種
鑑
別
を
た
さ
ん
と
せ
ば
、

一
%
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
四
時
間
浸
し
た
る
後
、
普
通
の
水
漁
床
上

に
で
積
芽
せ
し
め
、

一
週
間
置
床
す
れ
ば
可
た
り
。

フ
エ
ノ
1

ル
着
色
誌
に
よ
る
小
療
の
品
種
鑑
歳
(
第
一
報
〉

六
五



7

Z

J

B
ル
著
色
・
誌
に
よ
る
小
賓
の
品
種
鐘
語
(
第
一
報
〉

六
六

九
、
大
葬
に
於
て
も
品
種
の
異
る
に
よ
り
て
フ
ヱ

y

l
ル
着
色
に
差
異
あ
り
。
叉
穂
も
フ
ヱ
ノ

l
ル
着
色
に
溢
淡
あ
り
て
、
そ
の
閥
係
は
粒

の
蒲
色
に
一
致
せ
り
。
但
し
大
茶
粒
の
フ
エ
ノ

l
ル
清
色
は
小
委
の
渚
色
と
は
盆
色
献
態
生
異
に
ず
れ
ど
、

大
髄
〈
1
)黒
色
、
〈
2
)補
色

《
3
〉
淡
色
及
び
〈
4
)無
着
色
に
区
別
す
る
と
と
を
得
。

一
O
、
玄
米
並
に
概
米
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
よ
り
て
着
色
せ
ヂ
。
又
ラ
イ
要
は
各
品
種
共
に
暗
褐
色
に
着
色
し
て
品
種
聞
に
差
異
な
き
故
に
、

品
種
鑑
定
に
醸
用
す
る
と
と
難
し
。

一
一
、
小
婆
は
穂
及
び
穂
首
が
品
種
に
よ
り
て
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
に
差
異
あ
る
が
、
大
葬
に
て
は
梓
は
全
く
不
費
色
な
れ
ど
、
穂
は
品
種
に

よ
り
て
フ
ヱ
ノ

1
ル
着
色
を
呉
に
し
て
、
《
1
〉
暗
色
、

(
2
〉
褐
色
及
び
(
3
〉
楼
補
色
に
区
別
せ
ら
る
。

一一一、
フ
ヱ
ノ

1
ル
に
よ
る
着
色
は
、
果
皮
中
に
存
在
す
る
酸
化
酵
素
に
因
る
も
の
な
ら
ん
。

文

献

1"'、

2 、_，

司
自
己
田
園
E
-
V
肘
自
向
島
O

白宮種目白

s
t
o
l
S
F】食品、，
E
Z
8
2
e
o
t
G固
削
守
男
四
品
。
喝
事
前
A
C
@
・
吉
田
・
若
d
A
F
E回
-
V
P
P
M
p

g
g
l苫
P
E
U臼・

"z-d-a・凶
4
・
m
F
F
0・
〈
。
】
・
叫
将
司
・
主
回
申
告

。困

2
・同・』刊目。
v
z
E
F・
島

J
E
g
g
z
e旨
岡
山
ロ
喝
事
E
E
E仲間三・回目ロ

Z
言
語
吋
回

a
g四
国
ロ
ベ
ロ
白
書
E
E
g明
4
8
4弔問。
r
S
E
E
S

E
『
同
町
田

g
。
】
『
管
芝
居
間
・
屋
町
民

-
F
2
2・
4
2・
F
目

grgHHRKF
切島・申
-MF
同
・
ミ
凶
l
P
E
E
S
-

回
目
E
2・
4司
・
。
ぽ

d凶
器
ヨ
器
官
向
島
g
聞
き
ロ
巧
広
範
国
mS
ユS
E
B
F
H
V
F
E。
}
訟
号
自
明
含
『

mass-
盟
国
国
申
告
念
。
P
岡
山
色

w
z
k
u
肉

EZ'

f、
1 、，

(

3

)

 

』

P
Z
E
Z
切品・

E
H
ロ
1
8・
g
N∞・

ハ
4
)

M
U
g
g
z
P
K
F・
ロ

o
dロ
S
2
Z
E
E
-
s
e
g
g
s
E
Z
E
R
F
胃
S
。一時

rz昌
弘
2
5
g
s
-
K
F田容
4
・切
a
-
E
-
Z
Lお
1
E∞L
8
0・



f吋
M
:
IOzYNs

U
，並.

u
n
d
 M:

I
0
Z
Y
N
s
I，

 K.
卦
ie
P
h
e
n
o
U品

n
n
g
der K

o
r
n
e
r
 n
n
d
 X
h
r
e
n
山

U
n
t
，
冊
，
heidun

伊
meriunaI

der p
oIn

ische位

WeizeD80rten. A
D
g
e
w・

B
o
t・

Bd.
18 ;

 1-
1
2，

 193
6. 

〈
也
)

P
l<'UH

L，
 J・
F.

Die UntersclleiduDg der Weizensorten durch Farb
l1D

g
 der K

o
m
e
r
.
 P
s
a
n
z
e
n
b
臥
14.

Jabr
空
・
;
1
0
9
-
1
1
1，

 
1
9
2
7
-
8
 

い
)

P
m
P
E
R，

 H・
E
i
n
Mittel zur U

n
t
e
即

heidung
von Weillen

冊
rten

a
m
 Korn. Dautsche L

a
ndwirtschaftli.::he 

P
陀

蹴
・

49.
J
ぬ
rg

・

Nr. 67 ;
 

4
3
8
-
4
3
9，

 1922. 

〈
司
)

S
C
H
R
O
J
阻

，
H
.
 Die Phenolf

品rbung
dee 

R
og
g
e
n
k
o
r
n
ω
a
l
s
 S
or
t
e
n
m
e
r
k
m
a
h
 Fortschritt 

der L
a
ndwirtschaft. Jahrg. 7

 ;
 339

ー

8
ω
，
 1932. 

〈
由
)

S
N
E
r
，r" K

.
 Physiologioche Untersuchnngen zur 

Unter
配
heidnng

n
n
d
 
K
e
n
n
z
e
i
c
h
n
u
n
g
 der 

W
e
i
z
e
n
即

ten.
A

ロ
胃
ew.・

B
o
t・
B
d
.

18: 3
6
1
-
3
7
0，

 1936. 

C日〉
健
~

'l1主主要
特
際
+
(
司
自
艇
~
Q
I
O
五五a宣

伝
書
置
肉
信
組
黒
剛
模
様
!
2
付
時
制
~
1区
豊
島
Q

lIij灘
匡
制
.
-

i盤
戦
肉
医
編
首
長

111唱I!!~
g
r
銭
-

1
1
0
1
 

-
)
 ~
O
凶
-

i!1~-l-1
1母

信
)

T
I
M
O
F
E
E
V
A，

 
A. 

P. 
a
n
d
 Z
A
V
Y
L
E
N
X
O
V
A，

 A. S. 
Identi

苗
伺
tion

of the
蜘

ds
of wheat varieties b

y
 a

 laboratory 
method. Bull 

of Applied B
otany，

 G岨
etics

a
n
d
 Plant 

Bfl
治
ding.

Ser. 
I
V
.
 N

φ
1
.
 2
2
-
2
3，

 193
6. 

(
笥
)

V
伺

3，
J. 

MorphoJo!ogie n
n
d
 Gruppierung der deu

配
h
e
n

Weizensorten. 
Mitt. 

aus d
・
Biolog.

R
eich

6alllltalt 
fur 

L
and-und 

Forstwirt
配
haft.

H
e
f
t
 45. 

1933. 

〈
白
〉

一
一
-

K
e
i
m
n
n
g
s
p
b
y
百iologische

Untersuchnngen an W
e
i
z
e
凶
orten

A
且
gew.

Bot. Bd. 
1
6
;
 1
3
7
-
L
8
6，

 1934. 

.
 

c;!:) 
..... 一一

Die U
n
t
e
l1回，

heidnng
der Weizensorten a

m
 K
o
m
 n
n
d
 i
m
 Laboratoriumsversuch. 

Mitt.
叫

d.
Biolog. 

R
e
ich

醐
sta1t

fur L
a
n
d
-
四

d
Foretwir

包
chaft，

H
e
f
t
 51，

 1935. 

出
〉

一
一
-

U
b
e
r
 P

h
6Jlolf

届
rbung

u
D
d
 C'.arotinoidgebalt von 

W
e
i
z
e
n
 u
n
d
 ihre 

V
e
r
w
e
n
d
u
n
g
 zur 80rt

組
unte

l1SCheidung.
A
n
g
e
w
.
 

ト
叫
ヘ
~

~lI甲~:itfμ
ベ!Q.;る告漏

Q
l
I
!
ì
措
置
制
緩
(
憾

1
i蘇〉

4く
♀



7

ヱ
ノ
1

ル
着
色
法
に
よ
る
小
袋
の
品
種
鑑
機
(
第
一
報
)

六
八

国

D骨

EMW-E-
同∞
-
Eゃ
l
M
O
P
H由
臼

φ

(

日

)

N
戸岡崎

d
ロ
雪
国
内
宮
向
島

g開
4
0
ロ

互
h
t
宣
言
岳
連
事
出
国
内
田
民
主
位
2
喜
三
暗
号
骨
値
目
閃
即
日
岡
田

E
F宮
司
2
8
5・
E開
2
・凶白島

-E-

H
U
H
N
怠

l
M
S
L
S叫・

ハ
甘
ぜ

山
本

健
吾

小
袋
品
種
の
鍵
正
度
鑑
別
の
一
方
法
、
農
業
及
園
事
第
八
容
第
六
続
一
四
五
一

l
一
四
五
回
、
昭
和
八
年

ハ
昭
和
十
三
年
五
万
十
六
日
大
原
農
業
研
突

mv


